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三
〇

一
　
は
じ
め
に

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
一
七
二
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
港
町
カ
ー
コ
ー
デ
ィ
に
誕
生
し
、
一
七
九
〇
年
に
他
界
し
た
。
だ
か
ら
彼
は

完
全
に
一
八
世
紀
の
人
で
あ
り
、
一
八
世
紀
の
最
も
核
心
部
を
生
き
活
躍
し
た
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

（
１
）

。
そ
れ
で
は
一
八
世
紀
と
は
、

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
は
「
啓
蒙
の
世
紀
」「
啓
蒙
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
。「
啓
蒙
」
と
は
、
一
般
的
に
は
人
間

の
理
性
に
重
き
を
置
き
、
教
育
と
知
識
の
普
及
に
よ
っ
て
、
無
知
・
蒙
昧
の
段
階
か
ら
人
々
を
啓
発
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

（
２
）

。
学
問
・
科

学
が
発
達
す
る
一
方
で
、
古
い
非
合
理
な
制
度
が
見
直
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
種
々
の
社
会
改
革
が
行
わ
れ
た
。
人
権
の
理
念
を
掲

げ
て
、
幸
福
と
公
正
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
時
代
で
あ
る
。
啓
蒙
の
世
紀
の
原
理
と
な
っ
た
理
性
と
批
判
の
精
神
は
、

身
分
や
宗
教
、
性
別
な
ど
の
社
会
的
束
縛
か
ら
、
人
々
を
解
放
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
生
み
だ
し
た

（
３
）

。
身
分
制
社
会
に
は
ら
む
不

条
理
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
、
隷
属
状
態
に
あ
る
人
々
の
解
放
が
各
地
で
取
り
組
ま
れ
、
特
権
階
級
や
同
業
組
合
に
対
し
て
社
会
変
革
が
数
々

試
み
ら
れ
た

（
４
）

。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
間
の
抵
抗
権
や
個
人
的
自
由
を
説
い
た
政
治
思
想
家
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
続
き
、
経
済
の
発
展
に
伴
う
モ
ラ
ル
の

問
題
（
富
と
徳
の
問
題
）
を
論
じ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
（
啓
蒙
知
識
人
）
た
ち
が
、
傑
出
し
た
仕
事
を
残
し
た

（
５
）

。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
や
百
科
全
書
派
の
啓
蒙
思
想
家

（
６
）

た
ち
が
活
躍
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
引
き
金
と
な
る
急
進
的
政
治
運
動
が
展
開
し

た
（
７
）

。
啓
蒙
の
世
紀
に
は
、
そ
れ
ま
で
価
値
観
の
源
泉
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な

知
か
ら
離
脱
し
、
近
代
科
学
の
諸
分
野
が
胎
動
を
始
め
る
時
代
の
到
来
で
あ
る
。「
科
学
革
命

（
８
）

」
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
の
大

）
五
九
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

三
一

き
な
知
の
転
換
を
、
人
間
の
認
識
の
土
台
が
「
聖
」
か
ら
離
れ
、「
俗
」
に
移
る
と
い
う
意
味
で
「
聖
俗
革
命

（
９
）

」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
う
し
た
知
の
大
転
換
に
よ
っ
て
新
た
な
知
識
人
が
生
ま
れ
、
知
の
環
境
や
組
織
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
ギ
ル
ド
的
な
構
造
を
も
つ

伝
統
的
な
大
学
や
教
会
、
修
道
院
に
代
っ
て
、
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
や
科
学
協
会
が
新
し
く
知
の
中
枢
組
織
と
な
っ
て
い
く

（
10
）

。

ま
た
大
学
も
新
し
い
潮
流
の
影
響
を
受
け
、
神
学
を
中
心
と
す
る
旧
態
依
然
と
し
た
大
学
は
、
啓
蒙
思
想
家
た
ち
と
し
ば
し
ば
対
立
関

係
に
あ
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
が
創
立
さ
れ
、
ま
た
古
く
か
ら
の
大
学
で

も
改
革
が
行
わ
れ
て
、
啓
蒙
の
時
代
の
教
育
と
研
究
を
担
う
自
由
な
知
の
活
動
が
営
ま
れ
た
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
が
学
び
教
鞭
を
執
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
、
デ
ビ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
学
ん
だ
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
学
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
知
の
中
心
で
あ
っ
た
神
学
部
が
そ
の
指
導
的
な
地
位
を
追
わ
れ
、
新
し
い
学
問
分
野
の
講
座
に

主
眼
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
啓
蒙
の
世
紀
に
あ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学
に
お
け
る
こ
の
新
し
い
学
問
分
野
の
講
座
は
、

道
徳
哲
学
の
講
座
で
あ
っ
た
。
道
徳
哲
学
の
講
座
は
、
ま
さ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
学
問
と
思
想
を
代
表
す
る
講
座
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
道
徳
哲
学
は
際
立
っ
て
重
要
な
学
問
で
あ
っ
た

（
11
）

。
当
時
、
進
歩
的
な
教
師
が
こ
れ
を
担
当
し
て
学
生
の
人
気
を
集
め
た

（
12
）

。
一
九
世
紀
に

な
る
と
社
会
諸
科
学
が
分
化
し
、
専
門
化
が
い
っ
そ
う
進
む
の
で
あ
る
が
、
一
八
世
紀
に
は
、
人
間
と
社
会
の
全
般
を
対
象
と
す
る
包
括

的
な
学
問
と
し
て
の
道
徳
哲
学
の
講
座
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

（
13
）

。
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
の
が
一
七
三
七
年
、
一
四
歳

の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
大
学
で
彼
が
最
も
深
い
関
心
を
も
っ
て
研
究
し
た
の
は
道
徳
哲
学
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
彼
が
大
学
在
学
中
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る

（
14
）

。

小
論
で
は
、
啓
蒙
の
世
紀
に
お
い
て
啓
蒙
知
識
人
の
一
人
、
ス
ミ
ス
が
入
学
し
た
当
時
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
教
育
お
よ
び
組
織
改
革

に
触
れ
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
彼
の
道
徳
哲
学
の
基
底
に
あ
る
幸
福
論
、
当
時
の
理
不
尽
な
人
為
的
諸
政
策
へ
の
批
判
、
そ
し
て
民
衆
を

）
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九
（
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学
や
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、
修
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に
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、
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や
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が
新
し
く
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の
中
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と
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（
10
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ま
た
大
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も
新
し
い
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流
の
影
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を
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、
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学
を
中
心
と
す
る
旧
態
依
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と
し
た
大
学
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啓
蒙
思
想
家
た
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と
し
ば
し
ば
対
立
関

係
に
あ
っ
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が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
が
創
立
さ
れ
、
ま
た
古
く
か
ら
の
大
学
で

も
改
革
が
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て
、
啓
蒙
の
時
代
の
教
育
と
研
究
を
担
う
自
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な
知
の
活
動
が
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た
と
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ば
、
こ
こ
で
取
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上
げ
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ム
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が
学
び
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っ
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グ
ラ
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ゴ
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学
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に
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講
座
で
あ
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講
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蒙
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触
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（
二
〇
二
一
年
九
月
）

三
二

依
存
と
従
属
か
ら
解
放
し
、
自
己
の
行
為
の
主
体
的
当
事
者
で
あ
る
よ
う
な
独
立
し
た
人
間
を
育
成
す
る
た
め
の
ス
ミ
ス
の
方
策
な
ど
を

中
心
に
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

（
1
）	

高
島
善
哉
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
頁
。

（
2
）	

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
啓
蒙
主
義
』（
見
市
雅
俊
訳
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
頁
。

（
3
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』（
野
沢
協
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
、
第
二
部
第
一
章
を
参
照
。

（
4
）	

弓
削
尚
子
『
啓
蒙
の
世
紀
と
文
明
観
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
頁
。

（
５
）	

田
中
敏
弘
編
著
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
経
済
学
の
形
成
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
、
第
六
章
を
参
照
。

（
６
）	

一
七
・
一
八
世
紀
の
思
想
を
動
か
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
サ
ロ
ン
の
役
割
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
い
た
著
作
と
し
て
以
下
を
参
照
。
赤
木
昭
三
・
赤

木
富
美
子
『
サ
ロ
ン
の
思
想
史
─
デ
カ
ル
ト
か
ら
啓
蒙
思
想
へ
─
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
７
）	

Ｊ
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
百
科
全
書
』（
平
岡
昇
・
市
川
慎
一
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
第
一
章
を
参
照
。

（
８
）	

Ｈ
・
カ
ー
ニ
ィ
『
科
学
革
命
の
時
代
─
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
─
』（
中
山
茂
・
高
柳
雄
一
訳
）、
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
、
Ⅴ
、
Ⅵ
、

Ⅶ
、
Ⅷ
章
を
参
照
。

（
９
）	

村
上
陽
一
郎
『
近
代
科
学
と
聖
俗
革
命
』、
新
曜
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
二
頁
。

（
10
）	

弓
削
尚
子
、
前
掲
書
、
一
三
─
四
頁
。

（
11
）	

田
中
秀
夫
『
啓
蒙
の
射
程
と
思
想
家
の
旅
』、
未
来
社
、
二
〇
一
三
年
、
九
二
─
三
頁
。

（
12
）	C

f.	W
.	L

.	T
aylor,	F

ran
cis H

u
tch

eson
 an

d
 D

avid
 H

u
m

e as P
red

ecessors of A
d

am
 S

m
ith

,	1９６５,	ch.	1,	2.	

Ｗ
・
Ｌ
・
テ
ー

ラ
ー
『
ハ
チ
ス
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
・
ス
ミ
ス
：
経
済
学
の
源
流
』（
山
口
正
春
・
川
又
祐
訳
）、
三
恵
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
一
章
、
第
二
章
を
参
照
。

（
13
）	

ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
の
講
義
は
四
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
第
一
部
門
の
自
然
神
学
、
第
二
部
門
の
倫
理
学
、
第
三
部
門
の
法
学
、

第
四
部
門
は
経
済
学
で
あ
る
。C
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デ
ュ
ー

ゴ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
と
著
作
』（
福
鎌
忠
恕
訳
）、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一
一
─
二
頁
を
参
照
。

（
14
）	

難
波
田
春
夫
『
ス
ミ
ス
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
二
六
頁
。

二
　
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
組
織
改
革
と
学
問
的
進
歩
性

も
と
も
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
文
化
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
と
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
が
合
邦
し
た
一
七
〇
七
年
以
降
、
経
済
的
に
繁
栄
に
向
か
う
と
、
文
化
的
・
精
神
的
な
雰
囲
気
に
は
、
意
欲

的
で
進
歩
的
な
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た

（
１
）

。
こ
の
時
代
、
首
都
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
と
商
都
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
知
的
活
動
の

場
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
目
覚
ま
し
い
知
的
・
文
化
的
運
動
の
巨
大
な
潮
流
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
リ
ー
ド
す
る
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
を
中
心
に
し
て
哲
学
、
歴
史
、
天
文
学
、
医
学
、
化
学
、
地
質
学
、
文
学
な
ど
の
分
野
で
卓
越
し
た
人
物

を
数
多
く
輩
出
し
た

（
２
）

。
こ
の
た
め
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学

（
３
）

や
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学

（
４
）

に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
か
ら
多
く
の
学
生
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

（
５
）

。
こ
の
よ
う
な
知
的
進
歩
的
な
時
代
を
背
景
に
、
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に

入
学
し
た
が
、「
ス
ミ
ス
の
時
代
に
は
、
学
生
は
約
三
百
人
に
す
ぎ
な
い

（
６
）

」
地
方
の
貧
乏
大
学
で
あ
っ
た
。
し
か
し
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、

経
済
と
産
業
に
直
結
し
た
新
し
い
学
問
を
つ
く
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
潑
剌
と
し
た
知
的
雰
囲
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
が
学
び
、
後
に
教
鞭
を
執
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
っ
た
の
か
。
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大

学
は
生
活
費
を
含
め
て
、
学
費
が
安
く
、
宗
教
的
に
も
比
較
的
自
由
で
あ
っ
て
、
学
生
の
出
身
家
庭
と
い
え
ば
、
貴
族
、
借
地
農
業
者
、

）
五
五
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年
九
月
）

三
四

地
主
、
聖
職
者
、
商
人
、
職
工
な
ど
で
、
加
え
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
学
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
大
学
の
特
色
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

（
７
）

。
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
学
生
同
士
が
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
学
習
意
欲
を
高
め
、
大
学
の
学
問
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
学
問
水
準
を
急
速
に
高
め
る
の
に
貢
献
し
た
こ
と
の
一
つ
に
、
ス
ミ
ス
が
入
学
す
る
十
年
程
前

か
ら
始
ま
っ
た
一
連
の
大
学
の
組
織
改
革
が
あ
っ
た

（
８
）

。
改
革
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
、
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
を
廃
し
て
専
門
教
授
制
を
導

入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
学
寮
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般
に
は
一
人
の
寮
長
と
四
人
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た

（
９
）

。
各
々
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
彼
の
担
当
す
る
ク
ラ
ス
に
お
い
て
四
年
間
に
亘
る
大
学
課
程
に
お
け
る
全
科
目
を
受
け

も
っ
た
。
当
時
、
学
位
取
得
を
望
む
学
生
は
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
論
理
学
、
数
学
、
自
然
哲
学
お
よ
び
道
徳
哲
学
が
必
要
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
学
生
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
つ
い
て
面
倒
を
見
、
大
学
内
外
で
の
学
生
の
す
べ
て
の
活
動
を
指
導
し
監

督
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
学
問
研
究
の
専
門
化
を
促
進
し
な
い
し
、
一
般
に
学
問
研

究
の
進
歩
・
発
展
を
妨
げ
た
し
、
大
学
の
教
育
を
低
い
水
準
に
と
ど
め
る
傾
向
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
を
廃
し
て
、
専
門
教
授
制
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
教
師
の
担
当
す
る
科
目
を
減
ら
し
、
学
問
研
究
以
外
の
学

生
の
す
べ
て
の
活
動
に
対
す
る
監
督
と
責
任
の
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師
の
専
門
研
究
の
活
動
を
促
進
・
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
、
専
門
的
訓
練
を
必
要
と
す
る
職
業
人
を
養
成
・
訓
練
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
の
学
部
の
創
設
お
よ
び
拡
大
を
促
す
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
発
展
は
、
さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
や
新
し
い
分
野
に
属
す
る
科
目
の
導
入
な
ど
も
促
す
こ
と
に
も

な
っ
た

（
10
）

。

ま
た
同
じ
時
期
、
学
生
の
要
求
を
受
入
れ
て
総
長
選
挙
権
を
与
え
た
こ
と
も
、
学
生
に
大
学
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
、
大
学
生
活
を
充
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三
五

実
し
た
も
の
に
す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た

（
11
）

。
加
え
て
言
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
少
年
は
素
質
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
生
ま
れ
で
も

教
区
や
地
主
が
援
助
し
て
必
ず
大
学
ま
で
進
学
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
も
貴
族
や
大
地
主
の

御
曹
司
が
箔
を
つ
け
る
だ
け
の
場
で
は
な
く
な
り
、「
才
能
あ
る
若
者
」
の
上
昇
志
向
に
応
え
る
学
問
内
容
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
た

（
12
）

。
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
大
学
制
度
改
革
や
組
織
改
革
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
諸
改
革
と
と
も
に
、
こ
の
大
学
に
は
学
問
研
究
の
分
野

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
教
師
が
相
当
活
躍
し
て
い
た
こ
と
も
記
憶
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ア
レ

グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ム
ス
ン
た
ち
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
ス
ミ
ス
に
最
も
影
響
を
与

え
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
流
暢
な
言
い
回
し
の
で
き
る
稀
な
才
能
、
思
想
の
新
鮮
さ
、
そ
し
て
学
生
た
ち
の
心
を
し
っ
か
り
摑
む
、
そ

の
真
摯
な
態
度
を
併
せ
持
っ
て
い
る
力
強
い
魅
力
的
な
指
導
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

（
13
）

る
（
14
）

。ハ
チ
ス
ン
は
当
時
、
教
会
の
見
解
と
は
異
っ
て
人
間
の
幸
福
は
来
世
で
は
な
く
現
世
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
個
々
人

の
幸
福
を
社
会
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
斬
新
な
考
え
に
基
づ
く
新
思
想
を
も
っ
て
、
新
し
い
分
野
の
講
座
で
あ
る
道
徳
哲
学
の
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
が

（
1５
）

、
自
由
潑
剌
た
る
雄
弁
と
創
造
性
を
も
っ
て
大
学
内
に
知
的
自
由
を
横
溢
さ
せ
、
ス
ミ
ス
の
学
問
へ
の
関
心
を
高
め
、
晩

年
ス
ミ
ス
に
「
忘
れ
え
ぬ
ハ
チ
ス
ン

（
1６
）

」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る

（
1７
）

。
レ
イ
の
次
の
文
章
は
ハ
チ
ス
ン
の
人
と
な
り
を
よ
く
表
現
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。「
ま
こ
と
に
こ
の
人
〔
ハ
チ
ス
ン
─
引
用
者
〕
ほ
ど
に
、
彼
〔
ス
ミ
ス
─
引
用
者
〕
の
心
を
呼
び
覚
ま
し
、
そ
の
思
想
を

方
向
づ
け
た
人
は
、
教
育
者
に
も
著
述
家
に
も
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
あ
る
時
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
弟
子
と
言
わ
れ
、
あ
る
時
は
ケ

）
〇
〇
〇
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シ
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と
り
わ
け
ス
ミ
ス
に
最
も
影
響
を
与

え
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
流
暢
な
言
い
回
し
の
で
き
る
稀
な
才
能
、
思
想
の
新
鮮
さ
、
そ
し
て
学
生
た
ち
の
心
を
し
っ
か
り
摑
む
、
そ

の
真
摯
な
態
度
を
併
せ
持
っ
て
い
る
力
強
い
魅
力
的
な
指
導
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

（
13
）

る
（
14
）

。ハ
チ
ス
ン
は
当
時
、
教
会
の
見
解
と
は
異
っ
て
人
間
の
幸
福
は
来
世
で
は
な
く
現
世
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
個
々
人

の
幸
福
を
社
会
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
斬
新
な
考
え
に
基
づ
く
新
思
想
を
も
っ
て
、
新
し
い
分
野
の
講
座
で
あ
る
道
徳
哲
学
の
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
が

（
1５
）

、
自
由
潑
剌
た
る
雄
弁
と
創
造
性
を
も
っ
て
大
学
内
に
知
的
自
由
を
横
溢
さ
せ
、
ス
ミ
ス
の
学
問
へ
の
関
心
を
高
め
、
晩

年
ス
ミ
ス
に
「
忘
れ
え
ぬ
ハ
チ
ス
ン

（
1６
）

」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る

（
1７
）

。
レ
イ
の
次
の
文
章
は
ハ
チ
ス
ン
の
人
と
な
り
を
よ
く
表
現
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。「
ま
こ
と
に
こ
の
人
〔
ハ
チ
ス
ン
─
引
用
者
〕
ほ
ど
に
、
彼
〔
ス
ミ
ス
─
引
用
者
〕
の
心
を
呼
び
覚
ま
し
、
そ
の
思
想
を

方
向
づ
け
た
人
は
、
教
育
者
に
も
著
述
家
に
も
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
あ
る
時
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
弟
子
と
言
わ
れ
、
あ
る
時
は
ケ

）
〇
〇
〇
（
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三
六

ネ
ー
の
弟
子
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
も
し
彼
が
誰
か
の
弟
子
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
ハ
チ
ス
ン
の
弟
子
で
あ
る
。
ハ
チ
ス
ン
と
言

う
の
は
、
ま
さ
し
く
青
年
の
思
想
を
刺
激
し
そ
れ
を
作
り
上
げ
る
に
適
し
た
型
の
人
間
で
あ
っ
た

（
1８
）

。」

さ
ら
に
ハ
チ
ス
ン
は
、「
お
よ
そ
大
学
教
授
の
中
で
最
も
印
象
の
深
い
講
義
を
行
っ
た
一
人
で
あ
っ
た

（
1９
）

。」
そ
れ
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の

教
師
の
中
で
、
権
威
の
装
飾
に
す
ぎ
な
い
ラ
テ
ン
語
で
講
義
を
す
る
こ
と
を
止
め
て
自
国
語
（
英
語
）
で
行
っ
た
の
は
彼
が
最
初
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る

（
20
）

。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
勿
論
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
学
生
た
ち
に
知
的
な
刺
激
を
与
え
た
新
し
い
分
野
の

道
徳
哲
学
の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
弟
子
の
第
三
代
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
を
祖
と
す
る
道
徳
感
覚
学
派
の
代
表
者
で
あ

り
、
ま
た
「
イ
ギ
リ
ス
功
利
主
義
の
創
始
者
の
一
人

（
21
）

」
で
も
あ
っ
た
。
道
徳
感
覚
学
派
に
属
す
る
啓
蒙
知
識
人
た
ち
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
や

ロ
ッ
ク
流
の
利
己
心
中
心
の
人
間
論
や
社
会
契
約
論
を
批
判
し
、
人
間
は
利
己
心
の
ほ
か
に
利
他
心
を
も
っ
て
お
り
、
他
人
の
幸
福
の
増

進
を
善
と
感
じ
る
道
徳
感
覚
を
具
え
て
い
る
か
ら
、
自
ず
か
ら
社
会
を
形
成
す
る
し
、
神
学
の
知
識
が
な
く
と
も
、
善
悪
の
判
断
を
な
し

う
る
と
力
説
す
る
の
で
あ
る
。

神
に
つ
い
て
も
ハ
チ
ス
ン
は
、
宗
教
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
抱
い
て
お
り
、
彼
の
先
輩
ガ
ー
シ
ョ
ム
・
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
の
厳
格
な

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
は
対
照
的
に
、
神
と
は
人
類
の
幸
福
＝
福
祉
の
た
め
に
生
き
給
う
も
の
で
あ
り
、
神
の
意
志
は
神
秘
的
な
奇
跡
や

摂
理
か
ら
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
人
類
の
よ
り
大
き
な
利
益
─
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

（
22
）

」
─
に
つ
い
て
の
広
範
な
考
察
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
神
秘
的
な
神
の
奇
跡
を
信
じ
る
こ
と
よ
り
、
人
類
の
幸
福

＝
福
祉
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
神
の
意
志
だ
と
す
る
新
し
い
思
想
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
鮮
な
思
想
内
容
は
、
一
方

で
進
取
の
気
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
が
、
他
方
で
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
の
長
老
派
聖
職
者
た
ち
に
と
っ

て
は
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

（
23
）

。
当
時
は
、
民
衆
の
生
活
に
対
す
る
教
会
の
支
配
は
依
然
と
し
て
強
固
で
あ
り
、
一
七
三
六

）
〇
〇
一
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

三
七

年
ま
で
魔
女
狩
り
が
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る

（
24
）

。

こ
の
よ
う
な
教
会
の
統
制
下
、
ス
ミ
ス
が
入
学
し
た
年
に
は
教
会
の
長
老
派
聖
職
者
た
ち
は
、
ハ
チ
ス
ン
の
講
義
が
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
信
仰
告
白
に
反
す
る
と
糾
弾
し
た
。
彼
ら
は
ハ
チ
ス
ン
が
道
徳
的
善
の
基
準
を
人
々
の
幸
福
の
促
進
に
置
き
、
ま
た
善
悪
に
関
す
る

知
識
が
、
神
に
関
す
る
知
識
に
か
か
わ
り
な
く
得
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
危
険
思
想
を
宣
伝
し
て
い
る
と
激
し
く
攻
撃
し
た
。
だ
が
ハ
チ

ス
ン
を
支
持
す
る
若
い
世
代
は
、
情
熱
的
激
し
さ
を
も
っ
て
、
学
外
の
旧
勢
力
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
ス
ミ
ス
が
、

学
生
の
ハ
チ
ス
ン
擁
護
運
動
に
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
新
し
い
思
想
の
到
来
を
告
げ
る
明
星
と
し
て
の
ハ
チ
ス
ン
の

姿
は
、
青
年
ス
ミ
ス
の
心
に
は
っ
き
り
と
焼
き
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

（
2５
）

。
そ
れ
以
前
に
神
学
の
教
師
ジ
ョ
ン
・
シ
ム
ス
ン
も
教
会
の
最
高

宗
教
会
議
に
よ
っ
て
異
端
者
と
見
な
さ
れ
、
牧
師
職
と
教
職
と
を
と
も
に
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
大
学
は
敢
然
と
こ
れ
を

拒
否
し
た

（
2６
）

。
そ
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト

（
2７
）

が
蒸
気
機
関
を
発
明
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
進
歩
的
な
大
学
の
保
護
の
下
に
、
は
じ
め
て
可

能
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
2８
）

。

で
は
自
由
で
進
歩
的
な
活
気
に
満
ち
た
大
学
に
お
い
て
、
新
し
い
思
想
の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
か
ら
最
も
強
い
影
響
を
受
け
た
ス
ミ
ス
に

あ
っ
て
は
、
如
何
な
る
思
想
つ
ま
り
道
徳
哲
学
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
見
よ
う
。

（
1
）	

Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
『
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
─
そ
の
歴
史
と
生
態
─
』（
安
原
義
仁
・
成
定
薫
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
、

一
〇
〇
頁
。

（
2
）	

山
崎
怜
「
初
期
ス
ミ
ス
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」『
研
究
年
報
』
⑥
、
香
川
大
学
経
済
学
部
、
四
六
頁
。

（
3
）	C

f.	D
.	B

.	H
orn,	A

 S
h

ort H
istory of th

e U
n

iversity of E
d

in
bu

rgh
, 1556-1889,	1９６７,	ch.	1.

（
4
）	J.	D

.	M
ackie,	T

h
e U

n
iversity of G

lasgow
,	1９５4,	p.７3.

）
〇
〇
一
（
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こ
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よ
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教
会
の
統
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下
、
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会
の
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の
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ミ
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に
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と
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を
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の
幸
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の
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に
置
き
、
ま
た
善
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に
関
す
る

知
識
が
、
神
に
関
す
る
知
識
に
か
か
わ
り
な
く
得
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
危
険
思
想
を
宣
伝
し
て
い
る
と
激
し
く
攻
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し
た
。
だ
が
ハ
チ

ス
ン
を
支
持
す
る
若
い
世
代
は
、
情
熱
的
激
し
さ
を
も
っ
て
、
学
外
の
旧
勢
力
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
ス
ミ
ス
が
、

学
生
の
ハ
チ
ス
ン
擁
護
運
動
に
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
新
し
い
思
想
の
到
来
を
告
げ
る
明
星
と
し
て
の
ハ
チ
ス
ン
の

姿
は
、
青
年
ス
ミ
ス
の
心
に
は
っ
き
り
と
焼
き
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

（
2５
）

。
そ
れ
以
前
に
神
学
の
教
師
ジ
ョ
ン
・
シ
ム
ス
ン
も
教
会
の
最
高

宗
教
会
議
に
よ
っ
て
異
端
者
と
見
な
さ
れ
、
牧
師
職
と
教
職
と
を
と
も
に
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
大
学
は
敢
然
と
こ
れ
を

拒
否
し
た

（
2６
）

。
そ
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト

（
2７
）

が
蒸
気
機
関
を
発
明
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
進
歩
的
な
大
学
の
保
護
の
下
に
、
は
じ
め
て
可

能
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
2８
）

。

で
は
自
由
で
進
歩
的
な
活
気
に
満
ち
た
大
学
に
お
い
て
、
新
し
い
思
想
の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
か
ら
最
も
強
い
影
響
を
受
け
た
ス
ミ
ス
に

あ
っ
て
は
、
如
何
な
る
思
想
つ
ま
り
道
徳
哲
学
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
見
よ
う
。

（
1
）	

Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
『
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
─
そ
の
歴
史
と
生
態
─
』（
安
原
義
仁
・
成
定
薫
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
、

一
〇
〇
頁
。

（
2
）	

山
崎
怜
「
初
期
ス
ミ
ス
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」『
研
究
年
報
』
⑥
、
香
川
大
学
経
済
学
部
、
四
六
頁
。

（
3
）	C

f.	D
.	B

.	H
orn,	A

 S
h

ort H
istory of th

e U
n

iversity of E
d

in
bu

rgh
, 1556-1889,	1９６７,	ch.	1.

（
4
）	J.	D

.	M
ackie,	T

h
e U

n
iversity of G

lasgow
,	1９５4,	p.７3.
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〇
〇
一
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三
八

（
５
）	

た
と
え
ば
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
来
た
二
人
の
ロ
シ
ア
人
学
生
は
、
デ
ス
ニ
ッ
キ
ー
と
ト
レ
チ
ャ
コ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
モ
ス
ク
ワ
大
学
で

学
ん
で
い
た
が
、
法
律
、
道
徳
哲
学
、
語
学
、
そ
れ
に
も
ち
ろ
ん
で
き
れ
ば
数
学
、
自
然
科
学
を
も
勉
強
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
の

で
あ
る
。（
ア
ニ
ー
キ
ン
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
』（
松
川
七
郎
監
修
・
小
檜
山
愛
子
訳
）、
勁
草
書
房
、
昭
和
五
二
年
、
第
七
章
を
参
照
。）

（
６
）	John	R

ae,	L
ife of A

d
am

 S
m

ith
,	w

ith	an	Introduction	 “G
uide	to	John	R

ae ’s	L
ife of A

d
am

 S
m

ith
”,	by	Jacob	V

iner,	1９７７,	

p.５0.	

Ｊ
・
レ
イ
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
、
一
一
頁
。

（
７
）	

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
清
水
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
─
九
頁
。

（
８
）	

Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
、
前
掲
書
、
一
〇
五
─
一
一
頁
。

（
９
）	A

lexander	L
aw

,	E
d

u
cation

 in
 E

d
in

bu
rgh

 in
 th

e E
igh

teen
th

 C
en

tu
ry,	1９６５,	p.22.

（
10
）	

山
崎
怜
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
研
究
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
八
頁
。

（
11
）	

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
、
前
掲
書
、
二
九
頁
。

（
12
）	

高
橋
哲
雄
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド	
歴
史
を
歩
く
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
三
頁
。

（
13
）	W

.	L
.	T

aylor,	op. cit,	p.14.

　
邦
訳
、
一
二
頁
。

（
14
）	

ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
「
ハ
チ
ス
ン
は
十
八
世
紀
初
頭
の
英
語
圏
内
で
、
も
っ
と
も
野
心
的
で
尊
敬
さ
れ
た
、
革
新
的
な
哲

学
教
師
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。（
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
そ
の
時
代
』（
永
井
大
輔
訳
）、
白
水
社
、

二
〇
一
四
年
、
六
九
頁
。）

（
1５
）	

Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

（
1６
）	

内
田
義
彦
『
経
済
学
史
講
義
』、
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
一
一
二
頁
。

（
1７
）	

ハ
チ
ス
ン
の
場
合
、
道
徳
哲
学
の
中
に
は
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
が
問
題
な
の
だ
か
ら
、
講
義
は
道
徳
だ
け
で
な
く
、
宗
教
、
法
律
、
政
治
、

経
済
な
ど
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。（
水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
二
四
頁
。）

（
1８
）	John	R

ae,	op. cit,	p.11.

　
邦
訳
、
一
四
頁
。

（
1９
）	

Ibid,	p.11.

　
邦
訳
、
一
四
頁
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邦
訳
、
一
四
頁
。

（
21
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』、
未
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
八
頁
。

（
22
）	

こ
の
有
名
な
言
葉
は
、
ハ
チ
ス
ン
が
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。（John	R

ae,	op. cit,	p.12.

　
邦
訳
、
一
五
頁
。）

（
23
）	

Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
、
前
掲
書
、
九
三
─
四
頁
。

（
24
）	

バ
カ
ン
が
言
う
よ
う
に
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
と
く
に
遅
れ
た
国
の
一
つ
で
あ
り
、
封
建
制
度
が
残
っ
て
い
て
、
宗

教
の
違
い
に
不
寛
容
で
、
極
貧
と
い
え
る
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
。」（Jam

es	B
uchan,	T

h
e A

u
th

en
tic A

d
am

 S
m

ith-H
is L

ife an
d

 Id
eas,	200６,	

p.14.

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
カ
ン
『
真
説
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
：
そ
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
る
』（
山
岡
洋
一
訳
）、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
四

頁
。）

（
2５
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
四
七
頁
。

（
2６
）	

山
崎
怜
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

（
2７
）	

大
野
誠
『
ワ
ッ
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
を
参
照
。

（
2８
）	

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
で
開
業
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
若
い
ワ
ッ
ト
が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
実
験
室
に
部
屋
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
一
七
五
八
年
、

ニ
ュ
ー
コ
メ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
の
修
理
を
頼
ま
れ
た
の
は
、
一
七
六
三
年
で
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で

あ
る
。（
内
田
義
彦
、
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。）

三
　
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学

ハ
チ
ス
ン
の
新
思
想
は
、
ス
ミ
ス
に
強
い
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
の
痕
跡
は
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
の
中
で
、
古
代
と
近
代
（
中
世
）

と
の
道
徳
哲
学
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
文
章
を
見
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
意
味
す
る
道
徳
哲
学
の
性

格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

）
〇
〇
九
（



啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

三
九

（
20
）	W

.	L
.	T

aylor,	op. cit,	p.1６.

　
邦
訳
、
一
四
頁
。

（
21
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』、
未
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
八
頁
。

（
22
）	
こ
の
有
名
な
言
葉
は
、
ハ
チ
ス
ン
が
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。（John	R

ae,	op. cit,	p.12.

　
邦
訳
、
一
五
頁
。）

（
23
）	
Ｖ
・
Ｈ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
、
前
掲
書
、
九
三
─
四
頁
。

（
24
）	

バ
カ
ン
が
言
う
よ
う
に
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
と
く
に
遅
れ
た
国
の
一
つ
で
あ
り
、
封
建
制
度
が
残
っ
て
い
て
、
宗

教
の
違
い
に
不
寛
容
で
、
極
貧
と
い
え
る
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
。」（Jam

es	B
uchan,	T

h
e A

u
th

en
tic A

d
am

 S
m

ith-H
is L

ife an
d

 Id
eas,	200６,	

p.14.

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
カ
ン
『
真
説
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
：
そ
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
る
』（
山
岡
洋
一
訳
）、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
四

頁
。）

（
2５
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
四
七
頁
。

（
2６
）	

山
崎
怜
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

（
2７
）	

大
野
誠
『
ワ
ッ
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
を
参
照
。

（
2８
）	

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
で
開
業
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
若
い
ワ
ッ
ト
が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
実
験
室
に
部
屋
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
一
七
五
八
年
、

ニ
ュ
ー
コ
メ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
の
修
理
を
頼
ま
れ
た
の
は
、
一
七
六
三
年
で
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で

あ
る
。（
内
田
義
彦
、
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。）

三
　
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学

ハ
チ
ス
ン
の
新
思
想
は
、
ス
ミ
ス
に
強
い
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
の
痕
跡
は
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
の
中
で
、
古
代
と
近
代
（
中
世
）

と
の
道
徳
哲
学
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
文
章
を
見
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
意
味
す
る
道
徳
哲
学
の
性

格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

）
〇
〇
九
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
〇

「
個
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
、
国
家
の
、
さ
ら
に
は
人
類
と
い
う
一
大
社
会
の
一
員
と
し
て
み
る
場
合
に
は
、
人
間
の
幸
福

と
完
成
と
は
そ
も
そ
も
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
古
代
の
道
徳
哲
学
の
探
究
し
よ
う
と
企
て
た
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
の
哲
学
で
は
、
人
生
の

義
務
は
、
人
生
の
幸
福
と
完
成
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
哲
学
ば
か
り
か
道
徳
哲
学
も
神
学
に
従
属
す

る
も
の
と
し
て
し
か
教
え
ら
れ
な
く
な
る
と
、
人
生
の
義
務
は
、
主
と
し
て
来
世
の
幸
福
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
古
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
そ
れ
を
身
に
つ
け
た
人
に
現
世
に
お
い
て
最
も
完
全
な
幸
福
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
も
の
だ
と
主
張

し
た
。
近
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
大
体
、
い
や
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
い
つ
で
も
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
っ

て
も
現
世
の
幸
福
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
天
国
は
、
懺
悔
と
禁
欲
、
修
道
院
の
耐
乏
と
神
に
対
す
る
卑
下

に
よ
っ
て
の
み
、
勝
ち
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
自
由
で
寛
大
な
、
活
力
に
満
ち
た
行
動
に
よ
っ
て
で
は
な
か
っ
た

（
１
）

。」

す
な
わ
ち
ス
ミ
ス
の
い
う
道
徳
哲
学
は
、
人
間
と
し
て
の
、
個
人
と
し
て
の
、
家
族
・
国
家
・
人
類
の
一
員
と
し
て
の
幸
福
を
探
究
す

る
学
問
で
あ
っ
て
、
来
世
の
た
め
に
現
世
の
幸
福
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、
ス
ミ
ス
が
こ
う
い

う
人
間
否
定
の
中
世
哲
学

（
２
）

に
対
抗
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
古
代
哲
学
の
伝
統
を
継
承
し
、
個
々
人
の
幸
福
を
社
会
的
に
実
現
し
よ

う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
ハ
チ
ス
ン
こ
そ
、
ス
ミ
ス
に
そ
う
い
う
方
向
を
初
め
て
示
唆
し
た
人
で
あ
っ
た
の
だ
。
で
は
ス

ミ
ス
は
、
何
を
も
っ
て
人
間
の
幸
福
と
考
え
た
の
か
。
そ
れ
は
次
の
文
章
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
自
己
保
存
と
種
の
増
殖
は
、
自
然
が
、
す
べ
て
の
動
物
の
形
成
に
あ
た
っ
て
意
図
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
大
目
的
な
の
で
あ
る
。

…
…
人
類
は
、
そ
れ
ら
の
目
的
に
つ
い
て
の
欲
望
と
、
そ
の
反
対
物
へ
の
嫌
悪
を
与
え
ら
れ
て
い
る

（
３
）

。」
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て

）
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〇
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（
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・
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ミ
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（
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四
一

「
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
目
的
へ
の
非
常
に
強
い
欲
望
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
を
も
た
ら
す
た
め
の
適
切
な
手
段
を

見
つ
け
出
す
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
理
性
の
、
遅
く
て
、
不
確
実
な
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
は
、
こ
れ
ら

の
大
半
に
対
し
て
、
本
源
的
で
直
接
的
な
諸
本
能
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
を
方
向
づ
け
た
の
で
あ
る

（
４
）

。」

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
幸
福
と
は
「
生
存
」
で
あ
る
こ
と

（
５
）

、
そ
れ
へ
の
道
が
「
本
能
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
が
幸
福
達
成
の
道
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
人
間
の
理
性
を
軽
視
し
て
、
本
能
・

・

と
生
存

・

・

（
生
命
・

・

）

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
幸
福
達
成
に
お
い
て
、
理
性
を
「
遅
く
て
不
確
実
な
も
の
」
で
あ
り
、
本

能
は
「
本
源
的
で
直
接
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
理
性
は
人
為
的
な
政
策
を
通
し
て
間
接
的
に
目
的
に
到
達
し
よ
う
と
す
る

が
、
本
能
は
直
接
的
で
あ
る
。
し
か
も
理
性
は
人
為
的
で
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
能
は
神
か
ら
被
造
物
に
付
与
さ
れ
た
も
の
と
し

て
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
為
的
な
も
の
、
政
策
的
な
も
の
を
排
し
て
自
然
的
な
も
の
へ
の
尊
重
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想
を
示

す
一
つ
の
特
徴
で
あ
る

（
６
）

。
ス
ミ
ス
が
生
存
（
生
命
）
と
本
能
を
来
世
の
幸
福
よ
り
重
視
し
た
の
は
、
彼
が
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
り
、
彼
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
古
代
文
化
へ
の
尊
敬
も
、
人
間
の
本
来
の
姿
を
古
代
文
化
の
中
に
見
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
態
度
と
共
通
の
も
の
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
７
）

。
そ
し
て
生
存
（
生
命
）
と
本
能
の
重
視
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、

社
会
で
営
む
平
凡
な
日
常
生
活
の
中
に
も
幸
福
は
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ス
ミ
ス
は
「
自
然
と
本
能
に
従
っ
た
生
活
」、「
さ

さ
や
か
な
幸
福

（
８
）

」
を
「
崇
高
な
思
索
」
に
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た

（
９
）

。

そ
れ
は
次
の
文
章
に
、
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
宇
宙
と
い
う
偉
大
な
体
系
の
管
理
運
営
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
理
性
的
で
感
受
性
あ
る
存
在
の
普
遍
的
な
幸
福
に
つ
い
て
の
配
慮
は
、
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ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
り
、
彼
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
古
代
文
化
へ
の
尊
敬
も
、
人
間
の
本
来
の
姿
を
古
代
文
化
の
中
に
見
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
態
度
と
共
通
の
も
の
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
７
）

。
そ
し
て
生
存
（
生
命
）
と
本
能
の
重
視
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、

社
会
で
営
む
平
凡
な
日
常
生
活
の
中
に
も
幸
福
は
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ス
ミ
ス
は
「
自
然
と
本
能
に
従
っ
た
生
活
」、「
さ

さ
や
か
な
幸
福

（
８
）

」
を
「
崇
高
な
思
索
」
に
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た

（
９
）

。

そ
れ
は
次
の
文
章
に
、
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
宇
宙
と
い
う
偉
大
な
体
系
の
管
理
運
営
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
理
性
的
で
感
受
性
あ
る
存
在
の
普
遍
的
な
幸
福
に
つ
い
て
の
配
慮
は
、

）
〇
〇
九
（
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四
二

神
の
業
務
で
あ
っ
て
人
間
の
業
務
で
は
な
い
。
人
間
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ず
っ
と
つ
ま
ら
な
い
部
門
で
は
あ
る
が
、
し
か
し

彼
の
諸
能
力
の
弱
さ
と
彼
の
理
解
の
狭
さ
は
、
は
る
か
に
適
切
な
も
の
、
す
な
わ
ち
彼
自
身
の
幸
福
に
つ
い
て
、
彼
の
家
族
、
彼
の
友
人

た
ち
、
彼
の
国
の
幸
福
に
つ
い
て
の
配
慮
で
あ
る

（
10
）

。」

社
会
の
中
で
生
活
す
る
人
間
の
、
自
分
自
身
・
家
族
・
友
人
・
国
家
・
人
類
に
対
す
る
現
実
的
配
慮

・
・
・
・
・

こ
そ
、
人
間
に
と
っ
て
意
義
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
。
意
義
の
あ
る
仕
事
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
営
利
活
動
だ
け
で
な
く
、
為
政
者
や
立
法
者
の
仕
事
、
軍
人
の
軍
務
、

「
人
間
生
活
の
維
持
、
便
益
、
装
飾
に
貢
献
す
る
技
術
を
発
明
し
改
良
し
た

（
11
）

」
科
学
者
の
仕
事
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
の
狙
い
は
、
人
類
の
普
遍
的
な
幸
福
を
願
い
な
が
ら
も
、
人
間
が
自
己
を
取
り
巻
く
身
近
か
な
実
社
会
の
中
で

日
々
の
日
常
生
活
・
世
俗
行
為
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
・
社
会
的
・
国
民
的
な
幸
福
を
着
実
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
に
あ
る
。

（
1
）	A

dam
	S

m
ith,	A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s,	edited	by	R
.	H

.	C
am

pbell	and	A
.	S

.	

S
kinner,	G

lasgow
	E

dition,	1９７６,	V
ol.	Ⅱ

,	p.７７1.
（
以
下
、W

N

と
略
記
）
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
Ⅲ
、

一
二
八
─
九
頁
。

（
2
）	

阿
部
謹
也
『
中
世
の
星
の
下
で
』、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
九
四
─
一
〇
一
頁
参
照
。

（
3
）	A

dam
	S

m
ith,	T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts,	edited	by	D
.	D

.	R
aphael	and	A

.	L
.	M

acfie,	G
lasgow

	E
dition,	1９７６,	p.７７.

（
以
下
、T

M
S

と
略
記
）
水
田
洋
訳
『
道
徳
感
情
論
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、
一
二
〇
頁
。

（
4
）	

T
M

S
,	p.７７.

　
邦
訳
、
一
二
〇
頁
。

（
５
）	

因
み
に
道
徳
哲
学
が
、
来
世
で
は
な
く
現
世
で
の
幸
福
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
原
始
仏
教
で
釈
迦
が
、
来
世
の
た
め
に
現
世
の
幸
福

）
〇
〇
九
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

四
三

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
釈
迦
が
問
題
に
し
た
の
は
、
こ
の
現
実
の
日
常
の
生
存
で
あ
っ
た
。
釈
迦
に
と
っ
て
は
、
死

後
の
世
界
が
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
現
在
、
只
今
の
苦
し
み
を
救
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
だ
っ
た
。
釈
迦
は
、

ど
こ
ま
で
も
人
間
を
中
心
と
し
て
、
日
常
生
活
を
見
よ
う
と
し
た
。（
鎌
田
茂
雄
『
仏
陀
の
観
た
も
の
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
第
二

章
を
参
照
。）

（
６
）	

大
道
安
次
郎
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
生
成
と
発
展
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
七
五
頁
。

（
７
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
一
八
五
頁
。

（
８
）	

ス
ミ
ス
の
幸
福
論
は
次
の
一
文
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
健
康
で
、
借
金
が
な
く
、
し
か
も
心
の
中
に
何
ら
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な

い
人
の
幸
福
に
は
、
そ
れ
以
上
い
か
な
る
幸
福
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。」（T

M
S
,	p.4５.

　
邦
訳
、
六
五
頁
。）
あ
り
ふ
れ
た
食
事
、

平
凡
な
生
活
、
そ
の
中
に
あ
る
さ
さ
や
か
な
幸
福
こ
そ
人
生
の
本
当
の
意
味
の
幸
福
で
あ
る
、
こ
う
ス
ミ
ス
は
言
い
た
い
よ
う
だ
。
ま
さ
に
宗
教
家

と
し
て
の
ス
ミ
ス
の
側
面
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
９
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
一
八
五
頁
。

（
10
）	

T
M

S
,	p.23７.

　
邦
訳
、
四
七
二
頁
。

（
11
）	

T
M

S
,	p.134.

　
邦
訳
、
二
五
一
頁
。

四
　
政
治
経
済
学
の
目
的

既
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
幸
福
と
は
現
世
に
お
い
て
、
生
存
し
て
い
く
こ
と
、
生
活
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
へ
の
道
が
本
能
で
あ
っ
た
。
決
し
て
中
世
の
哲
学
の
い
う
来
世
で
の
幸
福
で
は
な
か
っ
た
。
水
田
洋
は
次
の
よ
う
に
言

う
。
す
な
わ
ち
「
道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
、

）
〇
〇
五
（
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三

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
釈
迦
が
問
題
に
し
た
の
は
、
こ
の
現
実
の
日
常
の
生
存
で
あ
っ
た
。
釈
迦
に
と
っ
て
は
、
死

後
の
世
界
が
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
現
在
、
只
今
の
苦
し
み
を
救
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
だ
っ
た
。
釈
迦
は
、

ど
こ
ま
で
も
人
間
を
中
心
と
し
て
、
日
常
生
活
を
見
よ
う
と
し
た
。（
鎌
田
茂
雄
『
仏
陀
の
観
た
も
の
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
第
二

章
を
参
照
。）

（
６
）	

大
道
安
次
郎
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
生
成
と
発
展
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
七
五
頁
。

（
７
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
一
八
五
頁
。

（
８
）	

ス
ミ
ス
の
幸
福
論
は
次
の
一
文
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
健
康
で
、
借
金
が
な
く
、
し
か
も
心
の
中
に
何
ら
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な

い
人
の
幸
福
に
は
、
そ
れ
以
上
い
か
な
る
幸
福
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。」（T

M
S
,	p.4５.

　
邦
訳
、
六
五
頁
。）
あ
り
ふ
れ
た
食
事
、

平
凡
な
生
活
、
そ
の
中
に
あ
る
さ
さ
や
か
な
幸
福
こ
そ
人
生
の
本
当
の
意
味
の
幸
福
で
あ
る
、
こ
う
ス
ミ
ス
は
言
い
た
い
よ
う
だ
。
ま
さ
に
宗
教
家

と
し
て
の
ス
ミ
ス
の
側
面
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
９
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
一
八
五
頁
。

（
10
）	

T
M

S
,	p.23７.

　
邦
訳
、
四
七
二
頁
。

（
11
）	

T
M

S
,	p.134.

　
邦
訳
、
二
五
一
頁
。

四
　
政
治
経
済
学
の
目
的

既
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
幸
福
と
は
現
世
に
お
い
て
、
生
存
し
て
い
く
こ
と
、
生
活
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
へ
の
道
が
本
能
で
あ
っ
た
。
決
し
て
中
世
の
哲
学
の
い
う
来
世
で
の
幸
福
で
は
な
か
っ
た
。
水
田
洋
は
次
の
よ
う
に
言

う
。
す
な
わ
ち
「
道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
、

）
〇
〇
五
（
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四
四

そ
う
で
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
世
で
の
幸
福
は
、
確
か
に
精
神
的
な
も
の
を
含
む
け
れ
ど
も
、
そ
の
精
神
的
な
幸
福
を
享
受
す
る
た

め
に
さ
え
、
人
間
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
生
活
資
料
の
調
達
と
い
う
物
質
的
な
条
件
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
生
活
資
料
が
豊
か
に
得
ら
れ
る
と
い
う
物
質
的
な
幸
福
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
（
１
）

」
と
。

ス
ミ
ス
自
身
は
『
国
富
論
』
第
四
編
「
政
治
経
済
学
の
諸
体
系
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
既
存
の
経
済
学
史
、
経
済
思
想
史
を
検
討
し
、

自
己
の
経
済
学
的
な
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
彼
の
政
治
経
済
学
の
目
的
は
、
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
彼
が
言
う
に
は
「
そ
の

第
一
は
、
国
民
に
豊
か
な
収
入
も
し
く
は
生
活
資
料
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
国
民
に
そ
う
し

た
収
入
や
生
活
資
料
を
自
分
で
調
達
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
国
家
す
な
わ
ち
公
共
社
会
に
対
し
て
、
公
務
の
遂

行
に
十
分
な
収
入
を
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
政
治
経
済
学
は
、
国
民
と
主
権
者
の
双
方
を
と
も
に
富
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
（
２
）

」
と
。
こ
こ
に
は
君
主
、
貴
族
、
富
裕
階
層
の
利
益
で
は
な
く
、
大
多
数
の
人
民
（
民
衆
、
国
民
大
衆
）
の
生
活
の
安
定
と
向
上
、
つ
ま

り
福
祉
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
、
政
治
経
済
学
の
目
的
で
あ
る
、
と
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
経
済
学
の
真
骨
頂
を
示
す
宣

言
で
あ
り
、
国
民
経
済
学
の
成
立
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

（
３
）

。

そ
れ
は
そ
う
と
、
ス
ミ
ス
の
生
き
た
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
社
会
改
革
、
近
代
科
学
の
普
及
と
技
術

革
新
、
経
済
の
発
展
と
い
っ
た
啓
蒙
の
世
紀
で
あ
っ
た
。
一
方
、
格
差
と
貧
困
、
財
政
難
と
戦
争
と
い
っ
た
深
刻
な
社
会
問
題
を
抱
え
た

世
紀
で
も
あ
っ
た

（
４
）

。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
七
世
紀
以
降
、
大
規
模
農
場
を
生
み
だ
し
た
土
地
の
「
囲
い
込
み
」
に
よ
っ
て
、
土
地
を
奪
わ
れ

た
農
民
が
新
興
の
産
業
都
市
に
流
れ
込
み
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
産
業
労
働
者
の
プ
ー
ル
に
な
る
と
同
時
に
、
近
代
の
ス
ラ
ム
を
形
成
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
の
「
囲
い
込
み
」
は
、
広
く
資
本
制
農
業
を
成
立
さ
せ
る
も
の
で
農
業
革
命
と
も
呼
ば
れ
、

）
〇
〇
〇
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

四
五

一
七
六
〇
年
代
か
ら
産
業
革
命
に
並
行
し
て
進
行
し
た
。
ま
だ
機
械
制
工
業
の
下
で
の
悲
惨
な
光
景
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ

う
し
た
、
い
わ
ば
資
本
主
義
の
成
立
と
と
も
に
生
ず
る
階
級
的
貧
困
の
問
題
を
ス
ミ
ス
が
視
野
に
入
れ
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
（
５
）

。
バ
カ
ン
も
ス
ミ
ス
は
「
社
会
の
中
で
最
も
貧
し
い
階
級
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た

（
６
）

」
と
記
し
て
い
る
。

当
時
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
は
、
大
勢
の
人
民
が
窮
乏
状
態
に
陥
っ
て
い
た

（
７
）

。
こ
う
し
た
明
日
の
生
活
に
も
困
る
多
く
の
貧
困
者
が
巷
に

溢
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
ス
ミ
ス
は
、
何
と
し
て
も
改
善
し
た
か
っ
た
の
だ
。
彼
は
『
国
富
論
』
で
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
人
民
の
圧
倒
的
大
部
分
が
貧
し
く
惨
め
で
あ
る
と
き
、
そ
の
社
会
が
隆
盛
で
幸
福
で
あ
ろ
う
は
ず
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
に
、
人
民

全
体
を
食
べ
さ
せ
、
着
さ
せ
、
住
ま
わ
せ
る
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
自
分
自
身
も
か
な
り
十
分
に
食
べ
た
り
、
着
た
り
、
住
ん
だ
り
す
る
だ

け
の
、
自
分
自
身
の
労
働
の
生
産
物
の
分
け
前
に
あ
ず
か
る
の
は
、
全
く
公
正
な
こ
と
な
の
で
あ
る

（
８
）

。」

引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
は
、
人
民
の
圧
倒
的
大
部
分
が
貧
困
で
あ
り
、
彼
の
い
う
「
生
活
上
の
必
需
品
お

よ
び
便
益

（
９
）

品
（
10
）

」（
生
活
資
料
＝
消
費
財
）
を
入
手
で
き
な
い
窮
乏
状
態
に
あ
っ
た
。
深
刻
な
生
活
資
料
の
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
現
代
の
先

進
諸
国
に
見
ら
れ
る
生
活
資
料
の
溢
れ
た
状
況
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
の
だ
。
ス
ミ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
で
資
本
制
社
会
の
成
立
と
と
も
に
生

じ
た
階
級
的
貧
困
、
貧
民
の
置
か
れ
て
い
る
悲
惨
な
状
況
、
貧
困
の
悪
影
響
や
害
悪
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ

の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

「
今
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
多
く
の
地
方
で
は
、
小
屋
住
み
農
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
が
暮
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
人
達
は
、
地

主
や
農
業
者
に
と
っ
て
一
種
の
通
い
の
使
用
人
で
あ
る
。
…
…
彼
ら
は
ご
く
少
な
い
報
酬
と
引
換
え
に
、
自
分
の
余
分
な
時
間
を
誰
れ
に

で
も
喜
ん
で
提
供
し
、
他
の
労
働
者
よ
り
も
少
な
い
賃
金
で
働
い
て
い
た

（
11
）

。」

「
貧
困
は
…
…
子
供
た
ち
の
養
育
に
は
す
こ
ぶ
る
不
都
合
で
あ
る
。
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
で
は
、
一
人
の
母
親

）
〇
〇
〇
（
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一
七
六
〇
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産
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革
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並
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械
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光
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、
こ
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、
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成
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階
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的
貧
困
の
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を
ス
ミ
ス
が
視
野
に
入
れ
憂
慮
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い
な

い
（
５
）
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６
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。
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７
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。
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に
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。
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人
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が
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く
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で
あ
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と
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、
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で
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う
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。
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、
人
民

全
体
を
食
べ
さ
せ
、
着
さ
せ
、
住
ま
わ
せ
る
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
自
分
自
身
も
か
な
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だ
り
す
る
だ

け
の
、
自
分
自
身
の
労
働
の
生
産
物
の
分
け
前
に
あ
ず
か
る
の
は
、
全
く
公
正
な
こ
と
な
の
で
あ
る

（
８
）

。」

引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
は
、
人
民
の
圧
倒
的
大
部
分
が
貧
困
で
あ
り
、
彼
の
い
う
「
生
活
上
の
必
需
品
お

よ
び
便
益

（
９
）

品
（
10
）

」（
生
活
資
料
＝
消
費
財
）
を
入
手
で
き
な
い
窮
乏
状
態
に
あ
っ
た
。
深
刻
な
生
活
資
料
の
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
現
代
の
先

進
諸
国
に
見
ら
れ
る
生
活
資
料
の
溢
れ
た
状
況
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
の
だ
。
ス
ミ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
で
資
本
制
社
会
の
成
立
と
と
も
に
生

じ
た
階
級
的
貧
困
、
貧
民
の
置
か
れ
て
い
る
悲
惨
な
状
況
、
貧
困
の
悪
影
響
や
害
悪
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ

の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

「
今
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
多
く
の
地
方
で
は
、
小
屋
住
み
農
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
が
暮
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
人
達
は
、
地

主
や
農
業
者
に
と
っ
て
一
種
の
通
い
の
使
用
人
で
あ
る
。
…
…
彼
ら
は
ご
く
少
な
い
報
酬
と
引
換
え
に
、
自
分
の
余
分
な
時
間
を
誰
れ
に

で
も
喜
ん
で
提
供
し
、
他
の
労
働
者
よ
り
も
少
な
い
賃
金
で
働
い
て
い
た

（
11
）

。」

「
貧
困
は
…
…
子
供
た
ち
の
養
育
に
は
す
こ
ぶ
る
不
都
合
で
あ
る
。
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
で
は
、
一
人
の
母
親

）
〇
〇
〇
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
六

で
二
〇
人
も
の
子
供
が
生
ま
れ
て
も
、
そ
の
う
ち
の
二
人
と
は
生
き
て
い
な
い
、
と
言
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
…
…
あ
る
地
方
で
は
、

生
ま
れ
た
子
供
の
半
分
が
四
歳
に
な
る
ま
で
に
死
に
、
多
く
の
地
方
で
は
七
歳
に
な
る
ま
で
に
、
ま
た
大
抵
の
地
方
で
は
九
歳
か
十
歳
に

な
る
前
に
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
た
高
い
死
亡
率
は
、
主
と
し
て
庶
民
の
子
供
た
ち
の
間
で
至
る
所
で
見
出
さ
れ
る

（
12
）

。」

「
貧
困
者
の
子
供
た
ち
が
教
育
の
た
め
に
割
け
る
時
間
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
彼
ら
の
両
親
は
、
幼
い
彼
ら
を
さ
え
養
い
か
ね
る
位
な

の
で
あ
る
。
働
け
る
よ
う
に
な
る
や
い
な
や
、
彼
ら
は
自
分
の
食
い
扶
持
を
稼
ぎ
出
せ
る
よ
う
な
、
何
か
の
職
業
に
身
を
入
れ
ざ
る
を
得

な
い

（
13
）

。」「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
労
働
に
対
し
て
い
く
ら
か
よ
い
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
さ

え
、
労
働
貧
民
は
祭
日
や
特
別
の
日
以
外
に
は
肉
を
滅
多
に
食
べ
な
い

（
14
）

。」

こ
の
よ
う
に
社
会
の
圧
倒
的
大
部
分
を
占
め
て
い
る
労
働
者
、
職
人
、
使
用
人
な
ど
の
人
民
の
暮
ら
し
向
き
が
悪
く
、
生
活
水
準
が
低

い
状
態
は
、
人
民
の
大
部
分
が
困
窮
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
ん
な
社
会
が
幸
福
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
人
民
の
大
多
数
の
暮
ら
し
向
き

が
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
民
は
富
裕
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
1５
）

。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
富
裕
国
と
は
、
生
活

資
料
が
豊
富
に
人
民
に
行
き
渡
っ
て
い
る
国
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
富
を
金
銀
な
ど
の
貴
金
属
だ
と
し
、
国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
貿
易

統
制
を
用
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
、
多
く
の
貴
金
属
を
自
国
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
た
重
商
主
義
者
と
違
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
人
々
が

労
働
に
よ
っ
て
作
り
出
す
「
生
活
上
の
必
需
品
お
よ
び
便
益
品
」
＝
生
活
資
料
が
、
真
の
国
民
の
富
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
は
上
述
の
通

り
で
あ
る
。
そ
こ
で
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
社
会
の
大
多
数
の
貧
し
い
人
々
を
救
済
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
富
＝
生
活
資
料
が
増
大
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
経
済
成
長
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
く
る
。
国
民
の
富
の
増
大
す
な
わ
ち
経
済
成
長
が
あ
っ
て
始
め
て
、
社
会
の
圧

倒
的
大
部
分
を
占
め
る
労
働
貧
民
の
生
活
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
民
の
福
祉
向
上
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
国
民
の
富
を
増
大
さ
せ
る
要
は
何
か
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
分
業
と
市
場
の
拡
大
と
資
本
蓄
積
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の

）
〇
〇
一
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

四
七

こ
と
で
あ
る
。
富
を
も
た
ら
す
分
業
、
そ
の
分
業
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
前
も
っ
て
資
本
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

分
業
の
成
果
で
あ
る
商
品
に
対
し
て
市
場
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
の
発
展
と
増
大
に
よ
っ
て
、
労
働
生
産

性
が
向
上
す
る
に
従
っ
て
、「
富
裕
が
一
般
に
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
の
す
べ
て
に
行
き
渡
る
の
で
あ
る

（
1６
）

。」
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、
ス
ミ
ス
の
意
図
し
た
経
済
成
長
は
、
窮
乏
生
活
に
喘
ぐ
貧
困
層
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

（
1
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
一
二
九
頁
。

（
2
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.42８.

　
邦
訳
、
Ⅱ
、
七
五
頁
。

（
3
）	

黒
須
純
一
郎
『
中
産
階
級
の
経
済
学
』、
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
五
頁
。

（
4
）	

堂
目
卓
生
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
─
五
頁
を
参
照
。

（
５
）	

鈴
木
亮
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
と
学
問
」（『
経
済
』、
第
一
四
六
号
、
新
日
本
出
版
社
、
所
収
）
を
参
照
。

（
６
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.６.

　
邦
訳
、
一
三
頁
。

（
７
）	

長
島
伸
一
『
世
紀
末
ま
で
の
大
英
帝
国
─
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
生
活
史
素
描
─
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
七
年
、
第
一
章
、
第
三
章
を

参
照
。

（
８
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９６.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
三
─
四
頁
。

（
９
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
10
）	

ス
ミ
ス
は
第
五
編
で
「
消
費
財
と
は
必
需
品
か
、
便
益
品
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」（W

N
,	Ⅱ

,	p.８６９.

　
邦
訳
、
Ⅲ
、
二
九
七
頁
）
と
述
べ
て

お
り
、
財
の
区
別
は
、
は
っ
き
り
せ
ず
、
一
貫
し
て
い
な
い
。
し
か
し
必
需
品
は
、
習
慣
的
に
決
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
私
が
必
需
品

と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
財
貨
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
の
習
慣
か
ら
し
て
、
た
と
え
最
下
層
の
人
々
で
も
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
ま
と
も
な
人
間
と
し
て
は
見
苦
し
い
よ
う
な
も
の
す
べ
て
を
含
む
」
と
。（W

N
,	Ⅱ

,	pp.８６９-７0.

　
邦
訳
、
Ⅲ
、
二
九
八
頁
。）

（
11
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.133.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
九
四
頁
。

）
〇
〇
一
（
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七
年
、
第
一
章
、
第
三
章
を

参
照
。

（
８
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９６.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
三
─
四
頁
。

（
９
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
10
）	

ス
ミ
ス
は
第
五
編
で
「
消
費
財
と
は
必
需
品
か
、
便
益
品
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」（W

N
,	Ⅱ

,	p.８６９.

　
邦
訳
、
Ⅲ
、
二
九
七
頁
）
と
述
べ
て

お
り
、
財
の
区
別
は
、
は
っ
き
り
せ
ず
、
一
貫
し
て
い
な
い
。
し
か
し
必
需
品
は
、
習
慣
的
に
決
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
私
が
必
需
品

と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
財
貨
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
の
習
慣
か
ら
し
て
、
た
と
え
最
下
層
の
人
々
で
も
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
ま
と
も
な
人
間
と
し
て
は
見
苦
し
い
よ
う
な
も
の
す
べ
て
を
含
む
」
と
。（W

N
,	Ⅱ

,	pp.８６９-７0.

　
邦
訳
、
Ⅲ
、
二
九
八
頁
。）

（
11
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.133.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
九
四
頁
。

）
〇
〇
一
（
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四
八

（
12
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９７.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
四
─
五
頁
。

（
13
）	

W
N

,	Ⅱ
,	pp.７８4-５.

　
邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
六
─
七
頁
。

（
14
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.20７.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
三
一
〇
頁
。

（
1５
）	
Ｅ
・
ロ
イ
ス
ト
ン
・
パ
イ
ク
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
─
経
済
学
の
創
始
者
─
』（
中
村
恒
矩
・
竹
村
孝
雄
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
、

五
頁
。

（
1６
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.22.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
二
一
頁
。

五
　
社
会
的
束
縛
か
ら
の
人
間
の
解
放

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
の
中
で
目
指
し
た
国
民
の
富
の
増
大
つ
ま
り
経
済
成
長
は
、
困
窮
し
て
い
る
国
民
大
衆

の
生
活
資
料
を
増
産
す
る
た
め
で
あ
り
、
決
し
て
重
商
主
義
者
の
い
う
富
＝
貴
金
属

（
１
）

を
か
き
集
め
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
ス
ミ

ス
が
意
図
し
た
経
済
成
長
は
、
重
商
主
義
政
策
を
推
進
し
た
貿
易
商
人
や
製
造
業
に
と
っ
て
の
単
な
る
金
儲
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
困

窮
し
て
い
る
人
民
の
生
活
状
態
を
可
能
な
か
ぎ
り
改
善
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
貧
困
層
の
生
活
水
準
の
向
上
、
衣
食
住
の
充
実
の

た
め
の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
。
重
商
主
義
体
制
に
加
え
て
も
う
一
つ
、
商
工
業
が
起
き
ず
社
会
発
展
を
阻
止
し
、
そ
の
結
果
、
民
衆
の
現

世
で
の
幸
福
を
妨
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
ス
ミ
ス
の
目
に
映
っ
た
の
は
、
封
建
的
諸
制
度
た
と
え
ば
長
子
相
続
制
度
、
同
業
組
合
、
徒
弟

条
例
、
定
住
法
な
ど
の
社
会
的
な
束
縛
や
抑
圧
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ス
ミ
ス
の
脳
裏
に
は
、
社
会
的
な
束
縛
や
抑
圧
か
ら
の
人
間
の
解
放

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
人
間
の
解
放
の
思
想
の
流
れ
に
棹
さ
し
て
思
索
を
進
め
た
の

で
あ
る
。
貧
困
か
ら
の
解
放
は
、
人
間
解
放
の
重
要
な
側
面
な
の
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
が
重
商
主
義
的
独
占
と
特
権
、
さ
ら
に
封
建
的
諸
制

）
〇
〇
一
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

四
九

度
を
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
富
裕
へ
の
自
然
な
道
筋
を
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
課
題
に
即
す
る
努
力
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
２
）

。

自
己
み
ず
か
ら
が
主
体
的
に
行
動
で
き
る
独
立
し
た
人
間
に
社
会
の
大
多
数
の
人
々
が
成
り
得
る
条
件
が
満
た
さ
れ
て
初
め
て
、
社
会

的
な
束
縛
や
抑
圧
か
ら
人
々
を
解
放
で
き
る
と
ス
ミ
ス
は
考
え
た
。
そ
し
て
社
会
の
大
多
数
の
人
々
を
従
属
的
地
位
か
ら
解
放
し
、
人
格

的
に
独
立
を
達
成
す
る
た
め
に
は
人
々
の
生
活
の
安
定
、
生
活
水
準
の
向
上
の
確
保
が
最
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
ス
ミ
ス
は
認
識
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
人
々
の
独
立
を
支
え
る
基
底
は
、
ま
さ
に
経
済
的
・
物
質
的
条
件
で
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
の
犯
罪
行
為

（
３
）

を
防
止
す

る
、
す
な
わ
ち
社
会
の
正
義
を
守
る
基
本
は
、
商
工
業
を
樹
立
し
、
人
々
の
生
活
の
安
定
、
衣
食
住
の
充
実
で
あ
る
と
さ
え
ス
ミ
ス
の
目

に
映
っ
た
の
で
あ
る

（
４
）

。
だ
か
ら
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
商
工
業
の
樹
立
は
、
こ
の
独
立
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
を

防
止
す
る
最
善
の
治
政
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
民
衆
の
他
の
い
か
な
る
場
合
よ
り
も
、
よ
い
賃
金
を
得
、
そ
の
結
果

と
し
て
一
般
に
誠
実
な
態
度
が
全
国
に
行
き
渡
る

（
５
）

」
と
。
こ
れ
に
関
連
し
て
ス
ミ
ス
は
、
治
政
と
安
寧
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
言
及
し
て
い
る
。

「
最
大
の
治
政
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
最
も
多
く
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
諸
都
市
に
、
必
ず
し
も
最
大
の
安
寧
が
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
パ
リ
で
は
、
治
政
に
関
す
る
諸
規
制
は
、
数
冊
の
書
物
に
収
録
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
は
た
だ
二
、

三
の
簡
単
な
規
則
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
パ
リ
で
は
殺
人
の
行
わ
れ
な
い
晩
は
な
く
、
こ
れ
に
反
し
て
ロ
ン
ド
ン
は
パ
リ
よ
り
大

き
な
都
市
で
あ
る
の
に
、
殺
人
は
年
に
わ
ず
か
三
、
四
回
し
か
起
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
人
は
、
治
政
の
大
な
る
ほ
ど
安
寧
が
少
な
い
と

考
え
や
す
い
が
、
し
か
し
そ
れ
が
原
因
な
の
で
は
な
い
。
…
…
犯
罪
行
為
を
防
止
す
る
も
の
は
、
治
政
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
他
人
に

依
食
す
る
者
を
で
き
る
だ
け
少
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
属
（dependency

）
ほ
ど
人
間
を
腐
敗
せ
し
め
る
も
の
は
な
く
、
し
か
し
こ
れ

）
〇
〇
九
（
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度
を
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
富
裕
へ
の
自
然
な
道
筋
を
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
課
題
に
即
す
る
努
力
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
２
）

。

自
己
み
ず
か
ら
が
主
体
的
に
行
動
で
き
る
独
立
し
た
人
間
に
社
会
の
大
多
数
の
人
々
が
成
り
得
る
条
件
が
満
た
さ
れ
て
初
め
て
、
社
会

的
な
束
縛
や
抑
圧
か
ら
人
々
を
解
放
で
き
る
と
ス
ミ
ス
は
考
え
た
。
そ
し
て
社
会
の
大
多
数
の
人
々
を
従
属
的
地
位
か
ら
解
放
し
、
人
格

的
に
独
立
を
達
成
す
る
た
め
に
は
人
々
の
生
活
の
安
定
、
生
活
水
準
の
向
上
の
確
保
が
最
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
ス
ミ
ス
は
認
識
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
人
々
の
独
立
を
支
え
る
基
底
は
、
ま
さ
に
経
済
的
・
物
質
的
条
件
で
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
の
犯
罪
行
為

（
３
）

を
防
止
す

る
、
す
な
わ
ち
社
会
の
正
義
を
守
る
基
本
は
、
商
工
業
を
樹
立
し
、
人
々
の
生
活
の
安
定
、
衣
食
住
の
充
実
で
あ
る
と
さ
え
ス
ミ
ス
の
目

に
映
っ
た
の
で
あ
る

（
４
）

。
だ
か
ら
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
商
工
業
の
樹
立
は
、
こ
の
独
立
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
を

防
止
す
る
最
善
の
治
政
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
民
衆
の
他
の
い
か
な
る
場
合
よ
り
も
、
よ
い
賃
金
を
得
、
そ
の
結
果

と
し
て
一
般
に
誠
実
な
態
度
が
全
国
に
行
き
渡
る

（
５
）

」
と
。
こ
れ
に
関
連
し
て
ス
ミ
ス
は
、
治
政
と
安
寧
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
言
及
し
て
い
る
。

「
最
大
の
治
政
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
最
も
多
く
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
諸
都
市
に
、
必
ず
し
も
最
大
の
安
寧
が
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
パ
リ
で
は
、
治
政
に
関
す
る
諸
規
制
は
、
数
冊
の
書
物
に
収
録
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
は
た
だ
二
、

三
の
簡
単
な
規
則
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
パ
リ
で
は
殺
人
の
行
わ
れ
な
い
晩
は
な
く
、
こ
れ
に
反
し
て
ロ
ン
ド
ン
は
パ
リ
よ
り
大

き
な
都
市
で
あ
る
の
に
、
殺
人
は
年
に
わ
ず
か
三
、
四
回
し
か
起
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
人
は
、
治
政
の
大
な
る
ほ
ど
安
寧
が
少
な
い
と

考
え
や
す
い
が
、
し
か
し
そ
れ
が
原
因
な
の
で
は
な
い
。
…
…
犯
罪
行
為
を
防
止
す
る
も
の
は
、
治
政
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
他
人
に

依
食
す
る
者
を
で
き
る
だ
け
少
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
属
（dependency

）
ほ
ど
人
間
を
腐
敗
せ
し
め
る
も
の
は
な
く
、
し
か
し
こ
れ

）
〇
〇
九
（
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五
〇

に
反
し
て
、
独
立
（independency

）
は
人
々
の
正
直
を
さ
ら
に
増
進
す
る
の
で
あ
る

（
６
）

。」

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
社
会
の
土
台
石
と
し
て
の
正
義
を
侵
害
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
法
的
規
制
が
必
要
で
あ
る

（
７
）

。
と
は
い
え
、
い
か

に
法
を
整
備
し
て
も
、
正
義
の
侵
害
を
防
止
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
犯
罪
行
為
を
防
止
す
る
、
す
な
わ
ち
正
義
を
守
る
た
め

に
は
、
人
々
を
従
属
的
地
位
か
ら
解
放
し
、
独
立
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
最
善
で
あ
る
、
ス
ミ
ス
は
こ
う
考
え
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の

頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、
人
間
の
人
格
的
独
立
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
人
間
の
営
む
自
由
な
社
会
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
独
立

の
達
成
の
た
め
に
は
、
そ
の
物
質
的
基
盤
と
し
て
、
ま
ず
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
経
済
的
独
立
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
の
た
め
に
は
社
会
の
経
済
が
確
立
さ
れ
て
、
ス
ミ
ス
の
い
う
普
遍
的
富
裕

（
８
）（universal	opulence

）
の
社
会
が
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

普
遍
的
富
裕
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
、
と
り
わ
け
貧
困
な
労
働
者
階
級
や
下
層
階
級
の
人
々
に
至
る
ま
で
富
裕
の
行
き
届
い
た
状
態
な

の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
当
然
、
生
産
力
の
よ
り
高
度
な
発
展
つ
ま
り
経
済
成
長
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
９
）

。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
普
遍
的
富
裕
の
状
態
こ
そ
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
経
済
的
依
存
と
人
間
的
従
属
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
一
人
の
独

立
し
た
人
間
と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
民
を
経
済
的
依
存
と
人
間
的
従
属
関
係
か
ら
解
放
し
、

自
己
の
行
為
の
主
体
的
当
事
者
で
あ
る
よ
う
な
一
人
の
独
立
し
た
人
間
と
し
て
成
長
す
る
願
い
が
、
ス
ミ
ス
に
は
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
願
い
の
一
つ
の
現
れ
は
、
重
商
主
義
的
な
労
働
者
像
と
は
違
っ
た
ス
ミ
ス
の
新
し
い
労
働
者
像
に
基
づ
い
た
高
賃
金
論
の
中
に
見
い
出

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
重
商
主
義
期
に
は
労
働
者
は
労
働
を
忌
避
し
、
怠
惰
を
好
む
存
在
と
見
な
さ
れ
、
そ
う
し
た
労
働
者
を
労
働
へ
誘
因

す
る
方
向
と
し
て
、
低
賃
金
政
策
が
推
賞
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
ト
ー
ニ
ー
に
よ
っ
て
「
阿
呆
で
な
い
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
下
層
階
級
は
貧
乏
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

）
〇
〇
九
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

五
一

な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
決
し
て
勤
勉
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」「
高
賃
金
は
…
…
貧
し
い
家
庭
に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
一
日
に
三
シ
リ
ン
グ
な
い
し
四
シ
リ
ン
グ
を
稼
ぐ
労
働
者
は
、
ほ
と
ん
ど
週
に
三
日
以
上
働
か
な
く
て
、
他
の
日
は
飲
み
明

か
す
か
ら
で
あ
る

（
10
）

」
と
い
う
ヤ
ン
グ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、「
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
る
と

い
う
案
は
間
違
い
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
彼
ら
の
生
活
が
ま
し
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら
を
ま
す
ま
す
怠
け
者
に
す
る
だ
け
で

あ
る

（
11
）

」
と
い
う
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
も
労
働
そ
れ
自
体
を
人
間
の
自
己
充
足
的
な
行
為
と
捉

え
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
労
働
を
人
間
に
と
っ
て
「
自
分
の
安
楽
、
自
分
の
自
由
お
よ
び
自
分
の
幸
福
の
…
…
犠
牲

（
12
）

」
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
は
、
誰
も
が
自
然
に
勤
勉
を
実
践
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
の
勤
勉
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、

何
ら
か
の
誘
因
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ
を
重
商
主
義
者
の
よ
う
な
低
賃
金
と
し
な
い
。「
賃
金
は
勤
勉
の
刺
激
剤
で
あ

る
（
13
）

」
と
主
張
し
、
重
商
主
義
者
の
低
賃
金
論
を
否
定
し
、
高
賃
金
こ
そ
が
労
働
者
の
勤
勉
を
促
進
し
て
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
し

て
高
賃
金
の
経
済
論
を
展
開
す
る

（
14
）

。

重
商
主
義
期
の
古
い
労
働
者
像
か
ら
新
し
い
労
働
者
像
へ
の
こ
う
し
た
変
化
は
、
ス
ミ
ス
の
見
解
に
お
い
て
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
。

す
な
わ
ち
彼
は
、
高
賃
金
は
怠
惰
へ
の
誘
因
と
し
て
排
斥
さ
れ
、
労
働
者
を
勤
勉
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
賃
金
を
最
低
生
活
水
準
に
保
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
重
商
主
義
期
の
見
解
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
文
章
に
、
は
っ
き
り
述
べ
ら

れ
て
い
る
。「
豊
か
な
労
働
の
報
酬
が
増
殖
を
刺
激
す
る
よ
う
に
、
同
じ
く
庶
民
の
勤
勉
を
も
増
進
さ
せ
る
。
労
働
の
賃
金
は
勤
勉
の
刺

激
剤
で
あ
っ
て
、
勤
勉
と
い
う
も
の
は
、
他
の
人
間
の
す
べ
て
の
資
質
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
が
受
け
る
刺
激
に
比
例
し
て
向
上
す
る
も

の
で
あ
る
。
生
活
資
料
が
豊
富
で
あ
る
と
労
働
者
の
体
力
は
増
進
す
る
。
ま
た
自
分
の
境
遇
を
改
善
し
、
自
分
の
晩
年
が
安
楽
と
豊
富
の

う
ち
に
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
楽
し
い
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
を
活
気
づ
け
て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

）
〇
〇
九
（



啓
蒙
の
世
紀
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ア
ダ
ム
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ス
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山
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五
一

な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
決
し
て
勤
勉
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」「
高
賃
金
は
…
…
貧
し
い
家
庭
に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
一
日
に
三
シ
リ
ン
グ
な
い
し
四
シ
リ
ン
グ
を
稼
ぐ
労
働
者
は
、
ほ
と
ん
ど
週
に
三
日
以
上
働
か
な
く
て
、
他
の
日
は
飲
み
明

か
す
か
ら
で
あ
る

（
10
）

」
と
い
う
ヤ
ン
グ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、「
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
る
と

い
う
案
は
間
違
い
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
彼
ら
の
生
活
が
ま
し
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら
を
ま
す
ま
す
怠
け
者
に
す
る
だ
け
で

あ
る

（
11
）

」
と
い
う
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
も
労
働
そ
れ
自
体
を
人
間
の
自
己
充
足
的
な
行
為
と
捉

え
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
労
働
を
人
間
に
と
っ
て
「
自
分
の
安
楽
、
自
分
の
自
由
お
よ
び
自
分
の
幸
福
の
…
…
犠
牲

（
12
）

」
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
は
、
誰
も
が
自
然
に
勤
勉
を
実
践
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
の
勤
勉
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、

何
ら
か
の
誘
因
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ
を
重
商
主
義
者
の
よ
う
な
低
賃
金
と
し
な
い
。「
賃
金
は
勤
勉
の
刺
激
剤
で
あ

る
（
13
）

」
と
主
張
し
、
重
商
主
義
者
の
低
賃
金
論
を
否
定
し
、
高
賃
金
こ
そ
が
労
働
者
の
勤
勉
を
促
進
し
て
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
し

て
高
賃
金
の
経
済
論
を
展
開
す
る

（
14
）

。

重
商
主
義
期
の
古
い
労
働
者
像
か
ら
新
し
い
労
働
者
像
へ
の
こ
う
し
た
変
化
は
、
ス
ミ
ス
の
見
解
に
お
い
て
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
。

す
な
わ
ち
彼
は
、
高
賃
金
は
怠
惰
へ
の
誘
因
と
し
て
排
斥
さ
れ
、
労
働
者
を
勤
勉
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
賃
金
を
最
低
生
活
水
準
に
保
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
重
商
主
義
期
の
見
解
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
文
章
に
、
は
っ
き
り
述
べ
ら

れ
て
い
る
。「
豊
か
な
労
働
の
報
酬
が
増
殖
を
刺
激
す
る
よ
う
に
、
同
じ
く
庶
民
の
勤
勉
を
も
増
進
さ
せ
る
。
労
働
の
賃
金
は
勤
勉
の
刺

激
剤
で
あ
っ
て
、
勤
勉
と
い
う
も
の
は
、
他
の
人
間
の
す
べ
て
の
資
質
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
が
受
け
る
刺
激
に
比
例
し
て
向
上
す
る
も

の
で
あ
る
。
生
活
資
料
が
豊
富
で
あ
る
と
労
働
者
の
体
力
は
増
進
す
る
。
ま
た
自
分
の
境
遇
を
改
善
し
、
自
分
の
晩
年
が
安
楽
と
豊
富
の

う
ち
に
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
楽
し
い
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
を
活
気
づ
け
て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

）
〇
〇
九
（
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）

五
二

な
る

（
1５
）

」
と
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
労
働
者
の
勤
勉
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
誘
因
が
必
要
に
な
る

が
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
を
重
商
主
義
の
経
済
論
の
よ
う
に
低
賃
金
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
重
商
主
義
の
論
理
を
逆
転
さ
せ
て

「
つ
ま
ら
な
い
仕
事
で
は
、
労
働
の
楽
し
み
は
も
っ
ぱ
ら
労
働
の
報
酬
に
あ
る

（
1６
）

」
と
指
摘
し
、
労
働
の
賃
金
は
勤
勉
へ
の
刺
激
剤
な
の
だ

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ス
ミ
ス
に
お
い
て
、
重
商
主
義
的
な
労
働
者
像
、
労
働
観
か
ら
の
決
定
的
な
転
換
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
怠
惰
な
貧
民
と
い
う
労
働
者
像
か
ら
金
銭
的
刺
激
に
敏
感
な
反
応
を
示
す
新
し
い
、
い
わ
ゆ
る
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
経

済
人
）
と
し
て
の
労
働
者
像
へ
の
転
換
が
、
ス
ミ
ス
の
自
由
競
争
に
立
脚
す
る
市
場
経
済
の
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
の
大
前
提
に
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、
労
働
者
の
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
転
換
を
見
通
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
労
働

者
の
自
由
な
行
動
を
拘
束
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
規
制
と
制
限
の
撤
廃
を
主
張
し
た
の
で
あ
る

（
1７
）

。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
労
働
者
や
職
人
た

ち
が
自
由
に
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
働
く
こ
と
を
同
業
組
合
、
徒
弟
条
例
、
定
住
法
な
ど
の
社
会
的
な
束
縛
に
よ
っ
て
妨
げ
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た

（
1８
）

。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
競
争
を
制
限
し
た
り
、
労
働
者
の
自
由
な
移
動
を
妨
害
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
重
商
主
義
的
規
制
と

同
様
、
人
為
的
な
政
策
に
ほ
か
な
ら
ず
、
事
物
の
自
然
的
な
流
れ
と
正
義
に
対
す
る
明
ら
か
な
侵
害
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る

（
1９
）

。
ス
ミ
ス
は
「
す
べ
て
の
巨
大
な
政
治
社
会
の
圧
倒
的
な
大
部
分
を
構
成
し
て
い
る
労
働
者
、
職
人
」
の
「
生
活
条
件
を
改

善
す
る
こ
と
が
、
そ
の
全
体
に
と
っ
て
不
都
合
と
み
な
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
」「
人
民
全
体
を
食
べ
さ
せ
、
着
さ
せ
、
住
ま
わ
せ
る
こ
れ

ら
の
人
々
が
、
自
分
自
身
で
も
か
な
り
十
分
に
食
べ
た
り
、
着
た
り
、
住
ん
だ
り
す
る
だ
け
の
、
自
分
自
身
の
労
働
の
生
産
物
の
分
け
前

に
あ
ず
か
る
の
は
、
ま
っ
た
く
公
正
な
こ
と
な
の
で
あ
る

（
20
）

」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
た
め
の
社
会
的
公
正
の
立
場
か
ら
高
賃
金

を
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ス
ミ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

）
〇
〇
九
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

五
三

（
1
）	

ス
ミ
ス
は
重
商
主
義
の
思
想
が
、
素
朴
な
重
金
主
義
、
拝
金
主
義
か
ら
出
発
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
富
と
貨

幣
は
、
要
す
る
に
日
常
用
語
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
同
義
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
富
ん
だ
国
は
、
金
持
ち
の
場
合
と
同
様
に
、
貨
幣
の
豊
富
な
国
だ

と
考
え
ら
れ
、
ど
の
国
も
、
金
銀
を
山
と
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、
国
を
富
ま
せ
る
最
も
手
早
い
途
だ
と
考
え
て
い
る
。」（W

N
,	Ⅰ

,	p.42９.

　
邦
訳
、

Ⅱ
、
七
八
頁
）

（
2
）	

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
、
前
掲
書
、
五
─
六
頁
。

（
3
）	

下
記
の
著
作
に
描
か
れ
る
の
は
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
と
そ
こ
で
営
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
で
、
登
場

す
る
の
は
ロ
ン
ド
ン
に
蠢
く
身
分
も
職
業
も
種
々
雑
多
な
人
々
で
、
面
白
く
読
め
る
。
ネ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
『
ロ
ン
ド
ン
・
ス
パ
イ
─
都
市
住
民
の

生
活
探
訪
─
』（
渡
邉
孔
二
監
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
4
）	

岡
田
純
一
『
経
済
思
想
史
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
〇
年
、
五
六
頁
。
田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
〇
〇
年
、
六
七
─
九
頁
参
照
。

（
５
）	

L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce :R

eport	dated	1７６６.,	edited	by	R
.	L

.	M
eek,	D

.	D
.	R

aphael	and	P
.	G

.	S
tein,	G

lasgow
	E

dition,	

1９７８.	p.4８７.

（
以
下
、L

J
B

と
略
記
）
高
島
善
哉
・
水
田
洋
訳
『
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
講
義
』（
復
刻
版
）、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
、
三
一
五

頁
。

（
６
）	

L
J

B
,	pp.4８６-７.

　
邦
訳
、
三
一
四
─
五
頁
。

（
７
）	

高
哲
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
七
頁
。

（
８
）	A

dam
	S

m
ith,	 “E

arly	D
raft ”	of	part	of	th

e W
ealth

 of N
ation

s,	in	L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce,	G

lasgow
	E

dition,	1９７８,	p.５６６.

（
以
下
、E

D

と
略
記
）
水
田
洋
訳
「
国
富
論
草
稿
」（『
法
学
講
義
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
）、
四
五
二
頁
。

（
９
）	

竹
本
洋
『『
国
富
論
』
を
読
む
─
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
現
実
─
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
─
一
八
頁
を
参
照
。

（
10
）	

ト
ー
ニ
ー
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』（
出
口
勇
蔵
・
越
智
武
臣
訳
）、
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
一
頁
。

（
11
）	

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
1８
世
紀
の
社
会
』（
目
羅
公
和
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
一
三
二
頁
。

（
12
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.５0.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
五
七
頁
。

）
〇
〇
五
（
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（
山
口
）

五
三

（
1
）	

ス
ミ
ス
は
重
商
主
義
の
思
想
が
、
素
朴
な
重
金
主
義
、
拝
金
主
義
か
ら
出
発
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
富
と
貨

幣
は
、
要
す
る
に
日
常
用
語
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
同
義
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
富
ん
だ
国
は
、
金
持
ち
の
場
合
と
同
様
に
、
貨
幣
の
豊
富
な
国
だ

と
考
え
ら
れ
、
ど
の
国
も
、
金
銀
を
山
と
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、
国
を
富
ま
せ
る
最
も
手
早
い
途
だ
と
考
え
て
い
る
。」（W

N
,	Ⅰ

,	p.42９.

　
邦
訳
、

Ⅱ
、
七
八
頁
）

（
2
）	

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
、
前
掲
書
、
五
─
六
頁
。

（
3
）	

下
記
の
著
作
に
描
か
れ
る
の
は
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
と
そ
こ
で
営
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
で
、
登
場

す
る
の
は
ロ
ン
ド
ン
に
蠢
く
身
分
も
職
業
も
種
々
雑
多
な
人
々
で
、
面
白
く
読
め
る
。
ネ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
『
ロ
ン
ド
ン
・
ス
パ
イ
─
都
市
住
民
の

生
活
探
訪
─
』（
渡
邉
孔
二
監
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
4
）	

岡
田
純
一
『
経
済
思
想
史
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
〇
年
、
五
六
頁
。
田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
〇
〇
年
、
六
七
─
九
頁
参
照
。

（
５
）	

L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce :R

eport	dated	1７６６.,	edited	by	R
.	L

.	M
eek,	D

.	D
.	R

aphael	and	P
.	G

.	S
tein,	G

lasgow
	E

dition,	

1９７８.	p.4８７.

（
以
下
、L

J
B

と
略
記
）
高
島
善
哉
・
水
田
洋
訳
『
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
講
義
』（
復
刻
版
）、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
、
三
一
五

頁
。

（
６
）	

L
J

B
,	pp.4８６-７.

　
邦
訳
、
三
一
四
─
五
頁
。

（
７
）	

高
哲
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
七
頁
。

（
８
）	A

dam
	S

m
ith,	 “E

arly	D
raft ”	of	part	of	th

e W
ealth

 of N
ation

s,	in	L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce,	G

lasgow
	E

dition,	1９７８,	p.５６６.

（
以
下
、E

D

と
略
記
）
水
田
洋
訳
「
国
富
論
草
稿
」（『
法
学
講
義
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
）、
四
五
二
頁
。

（
９
）	

竹
本
洋
『『
国
富
論
』
を
読
む
─
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
現
実
─
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
─
一
八
頁
を
参
照
。

（
10
）	

ト
ー
ニ
ー
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』（
出
口
勇
蔵
・
越
智
武
臣
訳
）、
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
一
頁
。

（
11
）	

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
1８
世
紀
の
社
会
』（
目
羅
公
和
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
一
三
二
頁
。

（
12
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.５0.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
五
七
頁
。

）
〇
〇
五
（
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五
四

（
13
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９９.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
八
─
九
頁
。

（
14
）	P

.	J.	M
cnulty,	 “A

dam
	S

m
ith ’s	C

oncept	of	L
abour ”,	Jou

rn
al of th

e H
istory of Id

eas,	vol.34,	1９７3,	p.3５８.	T
hom

as	A
.	H

orne,	

T
h

e S
ocial T

h
ou

gh
t of B

ern
ard

 M
an

d
eville:V

irtu
e an

d
 C

om
m

erce in
 E

arly E
igh

teen
th

-C
en

tu
ry E

n
glan

d
,	1９７８,	p.６９.

　
拙
訳

『
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
思
想
─
十
八
世
紀
初
期
の
英
国
に
お
け
る
徳
と
商
業
─
』、
八
千
代
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
1５
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９９.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
八
頁
。

（
1６
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.13９.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
四
頁
。

（
1７
）	

高
木
正
道
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
近
代
の
諸
相
─
経
済
史
と
心
性
史
の
あ
い
だ
─
』、
梓
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
一
四
四
頁
。

（
1８
）	

ア
ン
ド
ル
ー
・
ス
キ
ナ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
社
会
科
学
体
系
序
説
』（
川
島
信
義
・
小
柳
公
洋
・
関
源
太
郎
訳
）、
未
来
社
、
一
九
七
七
年
、

一
二
五
頁
。
当
時
の
社
会
的
束
縛
に
つ
い
て
は
、
金
澤
周
作
『
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
帝
国
─
も
う
ひ
と
つ
の
イ
ギ
リ
ス
近
現
代
史
─
』
岩
波
新
書
、

二
〇
二
一
年
、
六
六
─
七
〇
頁
参
照
。

（
1９
）	

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
、
前
掲
書
、
一
七
〇
─
三
頁
参
照
。

（
20
）	

W
N

,	Ⅰ
,	p.９６.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
三
─
四
頁
。

六
　
む
す
び
に
か
え
て

既
述
の
よ
う
に
啓
蒙
の
世
紀
に
は
、
非
合
理
な
制
度
、
理
不
尽
な
迷
信

（
１
）

、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
批
判
的
な
態
度
で
臨
み
、

理
性
に
よ
っ
て
自
由
に
行
動
す
る
精
神
が
芽
生
え
て
き
た

（
２
）

。
非
科
学
的
な
古
い
制
度
が
見
直
さ
れ
る
一
方
で
、
学
問
・
科
学
が
発
達
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
改
革
が
行
わ
れ
た

（
３
）

。
ま
た
、
こ
の
世
紀
に
は
大
航
海
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
の
世
界
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
知
の
あ

り
方
を
窮
屈
な
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
か
ら
解
き
放
つ
時
代
で
も
あ
っ
た

（
４
）

。
こ
う
し
た
知
の
大
転
換
に
よ
っ
て
新
た
な
啓
蒙
知
識
人
が
生
ま

）
〇
一
〇
（

啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

五
五

れ
、
知
の
環
境
や
知
的
組
織
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
大
学
で
も
改
革
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
、
啓
蒙

の
時
代
の
教
育
と
研
究
を
担
う
自
由
な
知
の
活
動
が
営
ま
れ
た
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
そ
の
典
型
で
あ
っ
た

（
５
）

。

こ
う
し
た
大
学
で
は
、
伝
統
的
な
知
の
中
心
で
あ
っ
た
神
学
部
が
そ
の
指
導
的
地
位
を
追
わ
れ
、
新
し
い
学
問
分
野
＝
道
徳
哲
学
の
講

座
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
６
）

。
啓
蒙
の
世
紀
の
原
理
と
な
っ
た
理
性
と
批
判
の
精
神
は
、
人
々
を
社
会
的
束
縛
か
ら
解
放
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
と
同
時
に
、
人
権
の
思
想
を
掲
げ
て
人
間
の
幸
福
と
公
正
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
７
）

。
啓
蒙
知
識
人
の
一
人
、
ス
ミ
ス
は
こ
う
し
た
時
代
環
境
の
下
で
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。
度
々
述
べ

た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
は
現
世
で
の
人
間
の
幸
福
を
探
究
す
る
学
問
で
あ
っ
て
、
来
世
の
た
め
に
現
世
の
幸
福
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
の
哲
学
で
は
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
哲
学
を
評
価
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た

（
８
）

。
現
世
で
の
人
間
の

幸
福
を
如
何
に
達
成
す
る
か
に
ス
ミ
ス
の
一
生
は
、
捧
げ
ら
れ
た
。
彼
が
『
国
富
論
』
で
目
指
し
た
国
民
の
富
の
増
大
＝
経
済
成
長
も

人
々
の
生
活
資
料
を
増
産
す
る
と
と
も
に
、
現
世
で
の
人
間
の
幸
福
の
達
成
と
社
会
的
束
縛
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
幾
度
と
な
く
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
経
済
成
長
は
重
商
主
義
的
富
＝
貴
金
属
を
か
き
集
め
る
た
め
で
な
く
、
あ
く
ま
で
困

窮
し
て
い
る
人
々
の
生
活
状
態
を
可
能
な
か
ぎ
り
改
善
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
貧
困
層
の
生
活
水
準
の
向
上
、
衣
食
住
の
充
実
の

た
め
の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
自
ら
の
道
徳
哲
学
の
根
底
に
あ
る
現
世
で
の
幸
福
を
最
優
先
さ
せ
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う

（
９
）

。

加
え
て
彼
の
道
徳
哲
学
の
根
底
に
は
、
経
済
成
長
の
必
要
性
と
も
関
連
す
る
が
、
社
会
的
な
束
縛
や
抑
圧
か
ら
の
人
間
の
解
放
と
い
う

課
題
も
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貧
困
か
ら
の
解
放
は
、
人
間
解
放
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
経
済
的
独
立
（
自
立
）
が
如
何
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
か
を
ス
ミ
ス
は
説
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
の
人
間
と
し
て
人
格

）
〇
一
〇
（



啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

五
五

れ
、
知
の
環
境
や
知
的
組
織
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
大
学
で
も
改
革
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
、
啓
蒙

の
時
代
の
教
育
と
研
究
を
担
う
自
由
な
知
の
活
動
が
営
ま
れ
た
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
そ
の
典
型
で
あ
っ
た

（
５
）

。

こ
う
し
た
大
学
で
は
、
伝
統
的
な
知
の
中
心
で
あ
っ
た
神
学
部
が
そ
の
指
導
的
地
位
を
追
わ
れ
、
新
し
い
学
問
分
野
＝
道
徳
哲
学
の
講

座
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
６
）

。
啓
蒙
の
世
紀
の
原
理
と
な
っ
た
理
性
と
批
判
の
精
神
は
、
人
々
を
社
会
的
束
縛
か
ら
解
放
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
と
同
時
に
、
人
権
の
思
想
を
掲
げ
て
人
間
の
幸
福
と
公
正
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
７
）

。
啓
蒙
知
識
人
の
一
人
、
ス
ミ
ス
は
こ
う
し
た
時
代
環
境
の
下
で
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。
度
々
述
べ

た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
は
現
世
で
の
人
間
の
幸
福
を
探
究
す
る
学
問
で
あ
っ
て
、
来
世
の
た
め
に
現
世
の
幸
福
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
の
哲
学
で
は
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
哲
学
を
評
価
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た

（
８
）

。
現
世
で
の
人
間
の

幸
福
を
如
何
に
達
成
す
る
か
に
ス
ミ
ス
の
一
生
は
、
捧
げ
ら
れ
た
。
彼
が
『
国
富
論
』
で
目
指
し
た
国
民
の
富
の
増
大
＝
経
済
成
長
も

人
々
の
生
活
資
料
を
増
産
す
る
と
と
も
に
、
現
世
で
の
人
間
の
幸
福
の
達
成
と
社
会
的
束
縛
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
幾
度
と
な
く
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
経
済
成
長
は
重
商
主
義
的
富
＝
貴
金
属
を
か
き
集
め
る
た
め
で
な
く
、
あ
く
ま
で
困

窮
し
て
い
る
人
々
の
生
活
状
態
を
可
能
な
か
ぎ
り
改
善
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
貧
困
層
の
生
活
水
準
の
向
上
、
衣
食
住
の
充
実
の

た
め
の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
自
ら
の
道
徳
哲
学
の
根
底
に
あ
る
現
世
で
の
幸
福
を
最
優
先
さ
せ
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う

（
９
）

。

加
え
て
彼
の
道
徳
哲
学
の
根
底
に
は
、
経
済
成
長
の
必
要
性
と
も
関
連
す
る
が
、
社
会
的
な
束
縛
や
抑
圧
か
ら
の
人
間
の
解
放
と
い
う

課
題
も
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貧
困
か
ら
の
解
放
は
、
人
間
解
放
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
経
済
的
独
立
（
自
立
）
が
如
何
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
か
を
ス
ミ
ス
は
説
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
の
人
間
と
し
て
人
格

）
〇
一
〇
（
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的
に
独
立
す
る
た
め
に
も
、
経
済
的
独
立
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
こ
う
し
た
考
え
の
一
環
と
し
て
、
賃
金
論
に
お
い
て
は
重

商
主
義
的
低
賃
金
論
で
は
な
く
、
人
々
の
豊
か
な
生
活
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
高
賃
金
を
擁
護
し
、
ま
た
人
為
的
な
政
策
に
よ
っ
て
競
争

を
制
限
し
た
り
、
社
会
的
公
正
の
立
場
か
ら
人
々
、
と
り
わ
け
労
働
者
と
職
人
の
自
由
な
移
動
を
妨
害
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
加
え
て
言
え
ば
、
経
済
成
長
が
軌
道
に
乗
れ
ば
雇
用
機
会
が
増
え
、
失
業
者
が
減
少
す
る
。
人
は
失
業
す
る
と
経
済
的
苦
境
に

陥
る
と
同
時
に
、
精
神
的
苦
痛
も
味
わ
う
。
た
と
え
本
人
に
責
任
は
な
く
と
も
、
世
間
は
失
業
者
を
軽
蔑
し
否
認
す
る
。
ス
ミ
ス
は
貧
困

者
や
下
賤
の
者
を
軽
蔑
し
た
り
、
あ
る
い
は
無
視
し
た
り
す
る
人
間
の
道
徳
的
腐
敗
を
次
の
よ
う
に
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
富
裕
な
人
々
、
有
力
な
人
々
に
感
嘆
し
、
ほ
と
ん
ど
崇
拝
し
、
そ
し
て
貧
乏
で
卑
し
い
状
態
に
あ
る
人
々
を
軽
蔑
し
、
少
な
く
と
も
無

視
す
る
と
い
う
、
こ
の
性
向
は
、
…
…
わ
れ
わ
れ
の
諸
道
徳
感
情
の
腐
敗
の
、
大
き
な
、
そ
し
て
最
も
普
遍
的
な
原
因
で
あ
る

（
10
）

」
と
。

し
た
が
っ
て
、
世
間
か
ら
軽
蔑
の
目
で
見
ら
れ
て
い
る
貧
困
状
態
に
陥
っ
た
失
業
者

（
11
）

が
、
人
間
の
幸
福
を
現
世
で
手
に
入
れ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
々
の
現
世
で
の
幸
福
を
考
え
れ
ば
、
失
業
者
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
雇

用
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
経
済
成
長
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
啓
蒙
知
識
人
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
の
根
底
に
あ
っ
た
の

は
、
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
の
生
活
資
料
を
増
や
す
た
め
、
経
済
成
長
を
軌
道
に
乗
せ
て
、
人
間
と
し
て
の
幸
福
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
啓
蒙
の
世
紀
に
生
き
た
啓
蒙
知
識
人
ス
ミ
ス
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、
人
々
を
貧
困
か
ら
解
放
し
、
人
々
に
現

世
で
の
人
間
の
幸
福
を
享
受
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
願
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
世
以
来
の
旧
思
想
な
ら
び
に
古
い
経
済
社
会
シ

ス
テ
ム
と
果
敢
に
戦
っ
た
社
会
改
革
家
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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山
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五
七

（
1
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
二
部
第
二
章
を
参
照
。

（
2
）	

い
い
換
え
れ
ば
、
佐
伯
啓
思
が
言
う
よ
う
に
、
前
近
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
宗
教
的
秩
序
か
ら
世
俗
的
秩
序
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
人
間
が
神
中

心
の
世
界
か
ら
い
か
に
自
立
す
る
か
、
神
で
は
な
く
、
人
間
が
主
役
と
な
る
よ
う
な
社
会
秩
序
の
編
成
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
る
か
と
い

う
探
究
が
進
行
し
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。（
佐
伯
啓
思
『
人
間
は
進
歩
し
て
き
た
の
か
─
現
代
文
明
論
（
上
）
─
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
〇
三

年
、
七
二
頁
。）

（
3
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
三
部
六
章
を
参
照
。

（
4
）	

弓
削
尚
子
、
前
掲
書
、
一
三
頁
。

（
５
）	

山
崎
怜
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
三
〇
頁
。

（
６
）	

ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ン
、
前
掲
書
、
六
一
─
四
頁
。

（
７
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
三
部
第
五
章
を
参
照
。

（
８
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
二
二
─
三
頁
。

（
９
）	

河
上
肇
『
貧
乏
物
語
』（
大
内
兵
衛
解
題
）、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
植
村
邦
彦
『
隠
さ
れ
た
奴
隷
制
』、
集
英
社
新
書
、

二
〇
一
九
年
、
七
〇
─
五
頁
参
照
。

（
10
）	
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訳
、
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頁
。

（
11
）	C

f.	T
hom

as	A
.	H

orne,	P
roperty R

igh
t an

d
 P

overty:P
olitical A

rgu
m

en
t in

 B
ritain,	1605-1834,	1９９0,	ch.	2.

）
〇
一
一
（



啓
蒙
の
世
紀
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
山
口
）

五
七

（
1
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
二
部
第
二
章
を
参
照
。

（
2
）	

い
い
換
え
れ
ば
、
佐
伯
啓
思
が
言
う
よ
う
に
、
前
近
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
宗
教
的
秩
序
か
ら
世
俗
的
秩
序
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
人
間
が
神
中

心
の
世
界
か
ら
い
か
に
自
立
す
る
か
、
神
で
は
な
く
、
人
間
が
主
役
と
な
る
よ
う
な
社
会
秩
序
の
編
成
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
る
か
と
い

う
探
究
が
進
行
し
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。（
佐
伯
啓
思
『
人
間
は
進
歩
し
て
き
た
の
か
─
現
代
文
明
論
（
上
）
─
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
〇
三

年
、
七
二
頁
。）

（
3
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
三
部
六
章
を
参
照
。

（
4
）	

弓
削
尚
子
、
前
掲
書
、
一
三
頁
。

（
５
）	

山
崎
怜
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
三
〇
頁
。

（
６
）	

ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ン
、
前
掲
書
、
六
一
─
四
頁
。

（
７
）	

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
第
三
部
第
五
章
を
参
照
。

（
８
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
二
二
─
三
頁
。

（
９
）	

河
上
肇
『
貧
乏
物
語
』（
大
内
兵
衛
解
題
）、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
植
村
邦
彦
『
隠
さ
れ
た
奴
隷
制
』、
集
英
社
新
書
、

二
〇
一
九
年
、
七
〇
─
五
頁
参
照
。

（
10
）	

T
M

S
,	p.６1.

　
邦
訳
、
九
五
頁
。

（
11
）	C

f.	T
hom

as	A
.	H

orne,	P
roperty R

igh
t an

d
 P

overty:P
olitical A

rgu
m

en
t in

 B
ritain,	1605-1834,	1９９0,	ch.	2.

）
〇
一
一
（




